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艤板倉聖宣・大沼正則・道家達将・岩城正夫編

今日の科学を創造した科学者の豊かな夢 ,

真実を求めて止まぬ科学者の情熱を,最近
の科学史の成果を縦横にこなして生きいき

と再現した科学史物語の決定版 /

価各 400円
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医学/おまじないから病気のない世界ヘ
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授 業 研 究 の 意 義

――研究大会の主題によせて一一

(1)

技術科における授業研究の意義を連盟の研究

0運動の段階という視点からながめてみたい。

1957年 8月 の研究大会,い わゆる高 田集 会

(新潟県高田市において開催)のテーマはつぎ

のとお りであった。「現行の教材について,そ

の構造と系統1生を明らかにするとともに,教材
を整理し,意味のあるものを厳選する。」 この

テーマに示されている方向は現在にまでう|ナつ

がれ,継続されているとみてよい。それでは,

その時点と現時点とでは,研究のすすめかたで

どこにちがいがでてくるのだろうか。かんたん

にいえば,実践的基盤のちがいがあった, とい

うことであろう。

1957年 当時の現場での「職業・家庭科」実践

は,1953年の「 中産審第 1次建議」がうち出し

た一般技術教育的構想が滲透せず,いぜんとし

て,1951年の学習指導要領のわくのなかでの実

践に低迷していた。1951年の学習指導要領とい

えば,「職業・家庭科」は「実生活に役立つし

ごとの経験」を中軸とした実践体系であり,実

生活に役立つかぎり,誇張でなしに,あ らゆる

身辺的なしごとを教育のなかにとりこみ,その

しごとが技術的教養をやしなううえで, どれほ

どの意義があるかをきびしく問いつめることが

なかった。このような時点では,高田集会のテ
ーマにみられるような問題設定がなされなけれ

ばならなかったのは当然だともいえる。 ｀教材
の系統性

´
が問われたことは, この時点で,ま

ことに有意義なことであったが,所期の成果が

2

曲 ^

豆 治

この集会で達成されたかどうかは疑 間 で あ っ

た。ただ,指導要領のワクのなかではいまわっ
ていた全国の教師たちに,問題点を明瞭にし,

自己の実践をみつめる新しい眼,自分の実践課

題を再構築していくかまえをつくったという点

で大きな成果があったと見る。

後続年度の大会は,徐々にたかま って きた
｀
教材の意味

″
を聞うかまえの上にのって展開

されてきた。その問いは,「技術 0家庭科」の

発足後も続いたのであり,「基礎技術論」など
でとまどいは見せながらも,課程再編のメ ドを
つかむじみちな歩みがつづいた。ただ,現行課

程の弱点をえく
゛
り出し,再編していくためのき

め手がでてこなかった。きめてになるものは何

だろうか。それは教材がたとえ妥当であるとし

ても,それを子どもにあたえるあたえかたによ

っては,積極的意義が実現された り,されなか

った りする。ある教材をどのように展開するか

が問われなければならなくなった。 この時 点

で,問い方は教材論と方法論のむすび目に向け

られはじめる。ここ 1・ 2年の焦点はここにあ

ったし,漸次,妥当と措定されたある教材につ

いての展開過程一授業過程の吟味にまで立ち入

ってきた。

この意味では,すでに授業研究がすすんでい

たともいえる。しかし,それはまだ授業構成に

与かる諸条件をつくしての吟味というにはほど

遠かったように思う。このような段階で,本年

度の研究大会を迎えるこ Lに なった。

藤後



(2)

授業研究のすじ道はどうあれば よ い の か。

「 授業をどう組織するか」 とい う本年度の大会

テーマはどういうことを意味しているのか。

授業の質をたかめるささえは何か。教師の教

材解釈の高さが何よりのささえであろう。しか

し,単に教師の側の教材解釈だ}ナでなく,生徒
自身の解釈の方向・視点・高さ,それらと教師
のそれとの間に生み出される対立・矛盾と発展
ち統一の課程があるかどうかも,授業の質の高
さをさく
゛
るよりどころとなるだろう。 ｀授業の

中での教材一―子ども一―教師との相互関係を

分析、する必要は基本的にはここにあると見て

よい。

教育計円の
いずれの段階・領域においても,

その段階・領域の学習をとおして実現されるベ

き能力が措定されていなければならない。その

措定された能力の実現に適切な教材の措定がこ

れにつづく。いいかえれば,一定の教材を生徒
に与える場合,その教材の学習をとおして実現
されるべき能力・その程度が教師に明確に意識

されていなければならない。

次に,その教材を授業の中にどう持ちこむこ
とが,能力の実現のために有効であるかの検討
が必要になる。このばあい,まず教育条件が問

題となる。現実の物的 0人的な教育条件の制約

のなかで授業は組まれる。そして,その制約が

能力発展のうえで,どのような阻害条件となる
かが授業をとおして明らかになることによっ

て,教育条件改善の方向が摘出される。
授業過程の検討において重要なことは,教師
のがわに展開の全体構造が明確になっているか

どうかであろう。これなくしては,生徒にどの

段階で,どのような見とおしをもたせ,い つど
のような分析をおこなわせ,いつ一般 fヒ (総合)
へのたすけを出すか,な どが明確にならないか
らである。生徒の分析をいっそう正確にし,ま
たは一般化を効果的に推進するために,どのよ
うな教具 。教便物,ばあいによっては自作教具
を準備したらよいかも明確にならない。

ある授業のしくみ,展開によって,生徒のが
わに何が生み出されたか,認識・能力・かまえ

がどう変ったかの確認,つまり評価も問題であ
る。1/hや,これらの確認なしには,措定した教
材・展開の全体構造の有効性を検証する手だて

は失なわれることになる。試験・テストは本来

そのような評価手段である。技術教育における

評価方法は他教科に比して困難なだけに,研究
がすすんでいない。しかし,何よりの手だそ
は,先行学習の成果が,あ との学習のどこで確
認されるべきかを予定し,そ こで見きわめてい

くことであろう。ただし,そのためには教材配
列の順次性がたえず工夫され,検討されていく
ことが要求される。

それぞれの授業展開過程をもちょれば,そ こ
には期せずして,比較実験的なしくみができ上
がる。それぞれの授業をくみ立てた基盤として

の教育条件,措定した能力・態度指標,それの

実現にふさわしいものと措定された教材,その
教材による授業展開の全体構造,全体に位置づ
いた 1時間の授業のながれ, このながれのなか

での 1コ マ (こ のような認識の発展をたすける

ため,こ のような教具を自作し,こ こでこう提

示した, というふうな), 措定した能力・態度
の達成度合,達成をさまたげた条件の所在,等
々が,他人の授業過程との対比でいっそう明確
にされる。これらが,研究集会という場での検
討の有効性とみるべきであろう。そ のた め に

も, 1時間, 1コ マの授業過程発表 を とお し
て,上にのべた諸点がうきばりにできるような
問題提起が大事になる。

(要約)過 去の大会の主題と検討も,教材

熊 胸
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製 作 学 習 の 意 義 の 再 発 見

―一技術科授業研究の基本的立場一一

近頃「基礎的技術」とは何かとか,「創造的思考力

を養う」ために「基礎的技術」を精選してプロジェク

トを系統立てる必要があるとか,よ く聞く。

技術科の授業の中に実験・観察をとり入れ,理科と

の関連が叫ばれ始めている中で, もう一度「製作学習」

の意義をたしかめておきたい。

1.製作学習の意義を見失うな

製作学習の意義は一日に言えば「人間が
｀
、9`、 特

に固体材料にはたらきかけて, あ`る使用価値のある

もの́ につくり変れて上:.く_`?`l■つきかけについ
`

鰹弾糧尚竃[亀都]鷲賛言饉Z讐ざ
諄:裁i麻l去傷饒纏[』繹fiヨ
響予iIヒ「圭縫濾ittiZ'1偲 )｀♀LT馨菅F?

ii曾妹二億罰「赫書憶T亀蟻罰,こ i犯 111ぎ[:[
り1、1璽量:なここli;リア111]IIi査菖λ曇
冨摯員だT32年皇皇ユl詈露t:当通璽曇iZ畠彗
灘葎曇身鷹緞逹懲 lこ L冤言

:LT奄響貫↓[責飛ζ瓦『121:[li∴『[言
二つの立場 (技能重視や態度主義と工学重視主義)の

問題点クニ
人間におけるぇ働の役割を正しド_12えエニ

ム肛≦ とから出発Lヱ馳る。生産手段の自動化が進ん

でいる現在,科学的,工学的法則性の学習がたとえ初歩

的段階にせよ重点的に考えられることと,初等中等教

育における科学・技術教育の本質とは別に考えてみな

ければならないのである。義務教育としての技術教育

の目標は,技術的能力と実践力を身につけさせること

で終るのではなく,それらが持つ社会的,歴史的意義

を考える態度や,できれば能力を養うことを指導理念

4

禎藤佐

に持たねばならない。製作学習の意義は,技術の表達

柵 質のも項ジ寺側
=1)労
働なくL二五れ

…±
・
力二

…

盗キレ

`各 `∫

.上分癬

L,こ と.4,労働それ,自体2謁識豊象怠彙止蟻
いことの二面性を持っている。技術科の教育内容であ

る製図・木金工・機械・動力 とエ ネルギ・電気など

整 批 鐸 勢 彗
´

は経済的な目的に従うためのものである。しかし学校 |

教育の中ではそれが直接的でないという違いがあるだ

けだということにはならない。大きな意味での準備教

育であるにはちがいないが,む しろこれからの生産関

係の中で陥りやすい人間疎外状況を克服する能力,単

なる適応能カーー という以上に,積極的に主体性を発:

揮していけるような基礎的な力をつける場を技術科は

提供しているc就職か進学かにかかわらず,男か女に

かかわらず,技術と労働の直接的内容を共に学んだ

のだという事実は,子供たちの将来に役立つはずで

ある。子供たち自身のために役立たせる技術教育の

内容と,資本主義の要求する技術教育の内容と, どこ

がちがうのか,それは技術や科学のもつ法則性に現わ

れてくるので1まなく,教育の方法に現われてくる。物

を扱っていく以上教材そのものに特別の違いがあるわ

けではない。むしろ製作教材は現実に行なわれていた

製作過程の一部であり,基礎的なものでなければなら

ない。その基礎的なものの取り扱い方は, ものが作ら

れていく過程,順序立てられた作業や労働の過程に従:

うのであって,=部分虚.域 嵐L二懸盈欲制砲
=2い

憩 買鬼蓬ねJ陶盗な与えるのではなど。そこで,法

顆鼈鷺鰭縦
で解決されないのである。少くともこの203年間の

技術科教育の経験と,現在の授業の反省の上 に立 っ

て,技術学でtiL、2■聾術唾因



したら,子供たちの力となるのかを分liFrし ていかなけ

ればならない。私はそのような意味で,まず技術に関

…諷楓顧。それは,図面をきれいにひくとか,ほぞ穴を

うまく,早 くたくさんほれるとか,やすりがけが上手

になる,自転車・ ミシンの分解組立がうま くな る と

か,モ ジュールの計算ができる,排気量の計算ができ
る, ラジオの組立ができるといった類のものではな

い。法則といっても技術に関しては自然科学や工学の

それと,社会科学 (経済的な法則を忘れないでは し

い)のそれとを含んでいるわけであるが, これらの法

則性,一般性,あ るいは言いかえれば基礎的なものの

学習は,電広ムと2感覚虚経験虚瀬盤ェ認識可能であ

乞麟轟畿後墜ム盆も.2卿忍轟:止._こは当機 .

亀 笥摯溺盤為

―

蝕彙簸ひユ¬

m        l七 」蝋
亀 盪性凱咀表丞Lん。(昨年12月号45ペ ージ)。 期 ・

分割・工作・組立能力というようなものが切り離され

な戯捻鷲艶ユニね鋼卿餞鍵後嵐飩寃磁
=し
っか

りした箱をつくるということと,板材を直角に切断し

たり,等しい厚さに削ったり,決められた比で分割し

たりすることは切り離して考えられないし,木材の組

成と,の こやかんなの用法,構造の分析とは切り離す

ことができないのである。このことは単に基礎 技術

を,作業を通じて学ぶということにとどまらない。一

つ一つの学習項目が一定,流れの虫長
―

ム

徒の技術的認識が成立するということは重要である。

しかしここで見落としてならないことは,与えられる

学習過程が子供たちの認識能力や先行経験に照らして

妥当であるかどうかということと,学習内容が経験主

義的なものでなく,科学的・技術的な法則性の認識に

適していなければならないということである。その実

際については分科会でのべたいと思う。

2.技術主義的合理主義を脱却せよ
しかし,いかに技術科の教材が整理され,教授法が

改善されたとしても,一歩社会に出れば,生産は自分
のためではないし,技術は資本に従属する奴婢でしか

ない。国民経済の向上がいかに片寄ったものであるか

は,夕1を挙げるのにいとまがないほどである。学校教

育そのものも矛盾の渦中にある。ここで絶望するかし

ないかが問題なのではない。教育実践の中でどのよう

な子供を育てるのか,そのために技術・家庭科の教師
はどのような実践をし,ま た生活指導や教科間の連け

いの中で,技術教育の意義を訴えていかなければなら

ないかである。技術教育の内容が,理科や数学のそれ
に依拠する面が多いというより,理科や数学が技術科
の教育内さの理解のもとに改善されなければならない

点が多い, ということ|ま ここでは触れるい とまがな

い。また主体的な人間づくりという観点からの技術教

育は,そのような科学教育をどうするかという問題意

識を越えている問題である。われわれはここで,技術

乙島それはなにも生徒に直接,今技術史の内容を教材
化する必要がある, ということではない。技術のもつ

社会性を認識することが,義務教育における技術教育
のありかたを論ずる上に,ぜひ必要であることを強調

したいためである。古代エジプトで石材が国家の独占

物であったり, 日本古代の部民制のように,重要な資
源,生産手段が支配者の所有であったことは,本質的
に今も昔も変っていないこと。B,C100年 ころから発

明されていた (ギ リシャ?)水車の利用が,奴隷制に
よる豊富な労働力の供給によって不必要であり,労働

力の不足が中世の水車時代を現出したというような例

からわかるような,労働力の供給と技術の発達,火砲
の需要と冶金,水力利用の中ぐり盤の発達,中 ぐり盤
の発達なしにシリンダの開発ができなかったというよ

うな軍事技術と近代技術の関係,ギルドの技術独占に

対抗したヴェニス (自由都市国家)の特許制度 (14世

紀)が,国家権力のブルジョア化と共に,商行為を含
めた支配手段となり,更に現在では独占資本の有力な

利権となっていることなど,技術の支配関係には注目

すべき′点がある。文化遺産としての技術の発達史が,

生徒の技術的思考 (個体発生的)に大きな自信と刺戦

―

とム壽義Fた.資・4)人
口と生産力,資本の

はたらきと経済のしくみなどについて学ぶ社会科の中

で,技術や生産手段の発達と,資本の蓄積との関係が

統一的におさえられていない現在,これらの関係につ

いて学習することは興味深いことであろうし,必要な

はずである。といって上述のようなことを, うのみに

したところでそれは学習にはならない。技術科の学習

の本体は,あままで技術その、2■鮨皇二Kユゑ2ニ
ある。しかし製作学習を通じて,「 ものをつくる過程

の中で考えさせ」その考えと,歴史的事実の説明との

間には,感覚から法則性への認識へという弁証法的認

識が,科学と歴史という二重の意味をもって成立する

条件がそなえられるのだ,と 思うのは飛躍 で あ ろ う

か。以上のようなことは今後の課題ではあるが,技術

科の授業が,技術主義に流れやすいことに対する反省
として一言提する次第である。 (産 教連常任委員)



>授業をどう組織するか く

栽 培 学 習 に つ い て

永 島 利 明

1 ね ら い
栽培学習の目的と従来考えられているものには,全

人教育,理科教育の応用などがある。全人教育とは,

生徒に自然を感じさせ,その美化により,よ 口ヽ晴操を育

てる, と考える。これは技術科のみの問題ではなく,

教育全体の問題である。理科教育の応用と考 え るの

は,自然科学を農業生産の向上として利用する教科と

して実践するならば意味がある。現在の栽培学習の欠

点は,技能中′いに偏していることである。技能は長年
の経験によって得られるもので,中学が一般教育であ

るので適切ではない。技術科では農業を進歩させた多

くの実験から,生徒の学習段階に適したように,再構

成した実験教材を多くすることが,農業技術の理解に

役立つと思う。

2 教材構成
栽培の教材選定をすることは,生産技術の基礎を学
ばせることである。そのために主要生産部門を確定し

て,これらに共通する技術的基礎を学ばせなければな

らない。

・ 1年生―作物の収量をあげる。

作物は遺伝性,栽培環境,栽培技術との間に合理的
な調和が得られたとき,最大の収益をあげることがで

きる。カリキユラムとして 1年では栽培技術,環境条

件を学ぶ。

・ 2年生―栽培技術を深める

2年では植物生理,土壊肥料を学ぶ。ここでは,実
験教材を重視する。その理由は農業技術を学ぶには,

実証的なものの考え方が必要であるからである。これ

は実験観察によって得られるものである。さらに,冨 I

σ

次的なことであるけれども,肥料の社会的生産的意義

を理解して,生産に対する興味を得ることができる。

・ 3年生―農業の進歩を学ぶ

最小の労働で最大の収益をあげることは,あ らゆる

産業の原則である。農業の進歩には二つの道がある。

土地の生産性をたかめること,労働の生産性をたかめ

ることである。 3年では農業における機械利用を中′い

に学ぶG特に機械を利用する意義を強調する。

3 指導の実際夕1
・ 単元→土壊の種類
。 目標→土壊は,栽培の良否を決定するか ぎであ
る。しかし,教科書をみると取上げていないものが多
い。上は教える価値がないほど単純にみえるが,栽培
の環境条件として大切なものである。教えるね らヽヽ

は,第 1に上に対する正確な知識を与えることができ
る。第 2に通気や水分の検定の実験を行うことによっ

て知識を証明する態度を養うことができる。第 3にブ

ンゼン管を扱うことによって,めんみつさや注意深さ

を養うことができる。第 4に水分計を扱うことによっ

て,メ ーターを利用する測定能力を得るこ とが でき

る。

。 指導上の注意→火を利用するので,やけどや火災
に注意する。

①「上に1ま どんな種

類があるか」を質問

する。

②「土はどのように

して分類するのか」
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)'授業をどう組織するか く

加工学習において授業をどう組織するか

―一教育内容の連続性と子どもを見つめることの大切さ一―

藤 田 昌  治 ―

「授業をどう組織するか」というテーマについては

いくつかのせまりかたがある。

ここでは主として加工学習を中′らに,「何をいかに

欝えるべきか」について現場実践をとおした意見をの

べてみたい。

I

「何を」「にヽかに」教えるかが問題にされるばあい,

必ず,その底に,「いかなる人間像をめざす技術科教

育か」また「いかなる能力を身につけさせるべきなの

か」「めざす学力とはどういうものか」がなければな

らない。換言すれば,「人間像」「学力観」「能力指
標」などが問われないならば,「何をいかに」が生れ

でてこないと考えられるcま た,「生徒の肉体的,心
理的実態」を1まなれた「何をJと「いかに」もあり得

ない。

技術科教育において 、加工学習は非常に大切な分野

である。このことは,主要な材料の属性や,主要な手
工具や機械についての基礎的な知識を身につけさせ,

これらを駆使して, ~物を作りだしていく」能力を養

うことが,ま さに技術の教育において重要な部分を占

めなければならなtヽ ことを意味する。

ところで,今までわれわれが主張してきた,教育内
容や教育方法の改善は,全国の教師にな′tら かの影響
を与えてきた。しかしいまだ,~本立て」「ちりとり」

「ぶんち′t_「いす」といった学習指導要領の実習例
と学習内容の混同がきえきってはいないcだが,丈部

省の主催する教育課程研究集会の影響も大きく「ちり

とり」でなにを教えうるか, という研究も多くなって

きている。しかしながら教育課程研究集会の性格その

ものが自発的な自由テーマでないから,「何を_教え

るために,「何が二適切な実習例かといった発想がき
わめてでにくいもようである。

いろいろ,部分的にすぐれた教材教具も,技術科教
育の内でいャもっとひろくいえば,義務教育の内で,

正しく位置づ|十 られていないのだ。製図1よ製S,本二

は本立といすに,金工は,ち りとり,ブックエンド,

「ぶんちん」に分解されてしまうのである。

いいかえれば,製図,木工,金工,機械といった分

野間の連続性が軽視ないしは無視されており,技術科

教育として,統一的に構造化されていないことに着目

しなければならないということだ。

このことはひとり官制側に現われた問題点であるば

かりでなく,民間教育団体においても,それぞれの分

野の専門家のよせ集めで,分野別に,その道にすぐれ

た人びとの討論にまかせる傾向が,工業高校などに見

られる教科別セクショナリズムと関連しあって,益々

分野別自己完結におちこんでいる。

もちろん,それぞれの分野において造詣の深い専門

家が必要なのであるが,これらの専門家が常に共同の

研究の場をもって,教科の中における教育内容の構造

化がはかられなければならない。

このことは,教科内だけで解決されない問題であっ

て,数学科や理科,社会科と深くかかわりあい。また

小学校の理科,図工科,算数などとも深くかかわって

いるc

しかし現場の実践家ならば,誰れも知っているよう

に,1年にいくつもの実践的研究がかけるほど,研究は

なまやさしいものではない。そうだとすれば2年も3

年もかかっても1つのサークルで 1分野の研究が続け

られることは当然あっていいことである。こういうと

今までのべてきたことと矛盾するようにも思えるが,

決してこれらは矛盾するものでなく,ま さにこうした

きめのこまかい共同研究の成果が,点から線に,線か

ら面に,面から立体に構造化され,組織化されていく
ことが大切ではないのだろうか。にヽわば,す ぐれた実

践家たちの集りが,そ うした線や,面を作りだしてい

くためにかかすことができないことなのだ。われわれ

民間教育団体の研究は全く自由な立場にたって, 1つ

の研究をはりさげながらも,全国の仲間たちの研究と

どう結合させていくかまた,分野別には関連のある分

野へどう発展させるか,そ して義務教育における,本 i



教科の他教科への連続性,教科内での連続性と統一化
をはからなければ,「授業をどう組織するか」が根っ
こでぐらついてしまうことになるであろう。

IL

加工学習という分科会をもうけた主旨も実はこうし

た基本的な考え方に立っているように見える (本誌,

1963, 7月 号,「加工学習における思考」参照)

ここで,加工学習における主要な内容について考え
てみよう。

(ユ滅威蝕れ五日臨な知
`鳳

Ⅲその1性質を禾llHし ,鳳
節 を考嫁』謝認できるようになる。

ア 木材 (異方性)
イ 金属 (塑性,溶融性,熱,電気の良導体)

燿…
主要な丁目之機械のしくみを知 り,それを不1用 .
した加工技術を考え,実践できるようになる。
ア 主要な工具 (はかるもの,切るもの,けず
るもの,作業をしやすくする治具類…etc)

イ 主要な工作機械 (各種の工作機械,等 )

埋.材料と構造の強さ.構章と機能!Fかなわう原蓼.
を理解し設計の際に活用できるようになる。

(4)目 的物が設計でき,それに必要な材料が準備で
…
1ぎ御 壌蒙::澤いみジibr.をれを

~́ ‐
加工していく工程がわかり,工具と材料

を合理的に利用して目的物が完成できる

ようになる。

これらは,設計製図,木材加工,金属加工 ,

機械学習の全分野にかかわりあいをもってい

る。

したがって,設計製図のばあい,考案設計
の方法といってお話をしてもはたして,転移

性をもった能力として定着するか問題である。

これはむしろ,製作物の設計 (本立ての設計

など)の中で研究され,それが,本立の設計

だけでなく,他のいすの設計や,金属容器の

設計にまで生きるような概念や方法の一般化

がはかられなければならない。

木材加工において「木材はその性質がいちようでな

く」と大ていの教科書にかかれているが,これらは ,

C岡板 と比べることによって一層理解しやすくなる。

また,かなりの研究が進んでいる分野であるが切削
ち理論にしても,刃物の刃先角が材料のかたさによっ
てかえられなければならないことは,たがね (ブック
エンドしか作らなければ一種類の刃先角)だけでは教
えにくい。のみや,かんな,たがね,バ イ ト,な どに
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ついて考察し, よリー般化していく必要があろう。一

般化できるということは転移性をもつために必須の条

件であるからだっ

しかしこのことは,決して,設計製図,木材加工,
金属加工,機械という分野があってはならないことを
意味しない。

それぞれの分野で「本立の作り方」「ちりとりの作

り方」といったやり方主義におちいることをさけよう

という主張に外ならない。

子どもの能力はたしかに,一朝一夕に一回教わった

からわかるといったものではないようである。

木材加工のところで,刃物について学習したから,金

属加工ではもうやらなくてよいと考えることは,きわ

め実際的ではない。

子どもの能力は,やはり,積木をつむようにつんで

はくずし, くずしてはつむ中に,教師のすぐれた,助
言と指導によって,台をひろくすれば高くつめるとい

った原理がわかっていくのではないかと考える。

木材加工で与えられた切削のしくみについて金属加

工においてもう一度それが反すうされ,木材加工と金

属加工に用いられる刃物の共通性,切削のしくみの共

通性と相違がわかることが大切なのではないか。

a図はα, 19, θがそれぞれ,す くい角,刃先角,
にげ角であり,それぞれの役目は,共通的である。こ

こで,それらの切削関係角度の役目との関連から概念

が,し っかり定着される必要 がある。

つぎに, b図では,かんなと切削,バイトと切削に

ついて示したものであるが,そ こでは共通性とちがい

がかなり|ま っきりする。かんなでは「先害1れJがおこ

り,バイトで1よ構成刃先の問題や,切削油の問題があ

(イ )

(a図 )

|(ァ )



る。 (木材でも切削中熱がでるし,こ れは程度の差か

もしれないが)こ のような問題は,刃物による切削と

その被加工物,すなわち材料の性質との有機的な関連
においてのみ把握できることではないかと考える。

木工旋盤で丸棒けずりを経験した人ならばバイトに

かかる三分力がある程度,直感的に手の感覚を通して

理解されうるだろうし,て っきリバイトを使ったとき

主分力についてよりはっきりと認識できるのではない

であろうか。

加工学習の内容は手工具を利用した素朴な手作業か

ら出発しても,将来,機械工作へ発展する見とおしを

持ちながら構造的に組みたてられなければならない。

このような観点から見て,し ばしば主張されてきた

が,つぎの関係があまりはっきりしていないように思

える。

И 工作図と設計の関連性,連続性について。
И)金属材料と機械材料の関連性と連続性につい
πf。

u 材料と構造の強さについて,加工学習で学ん
だことが機械学習へどう発展させうるか。

l■
ll 加工学習における機械と機械学習における機

械との関連性と連続性について。

閉 加工学習における計測と機械学習における計
測の関連性について。

これらについて関連性を考えながら教案が作られな

ければならないであろう。

Ⅲ

きわめて大まかな,こ のような観点は教師が,教育

計画をたてるばあい考えたいと思うことである。

しかしこれらの教育計画や授業案は,実際の授業を

|

了∠ く
ABI司 材質,同 じ大きさ

あて木
/

さA<B,重 |

通して,どのように生徒に定着させ得るのか,その検

証を経なければならない。

たとえば,ち りとりや,角形容器を教えたとき,ふ

ちの折りまげに関連して,断面形状と強さの関係を教

えたとする。その後,板材で椅子を作るとき,図 Cの

ような足を作ろうという考え方がでてくるかどうか。

また,金工掟擦を研究するときに,その足が「角形に

なっているぞ」と気づくような子どもになっているで

あろうか,な どが間われなければならない。

もちろん,旋盤の説明においては,その主要なはた

らきはなにか材料の回転運動と刃物の運動との関連や

刃物の移動,切削速度のきめ方などが中′らになること

はいうまでもないであろうっしかしこうしたなかにも

バイトの送りや切りこみの調節にねじのしくみがつか

われており,これが,マ イクロメータが小さな単位ま

ではかりうることの説明に活用されてもよいと思われ

るし,ま た,マ イクロメータのしくみを学んだ生徒た

ちが,それを気づくようになっていなければならない

であろうか。

いいかえれば,子 どもたちにどんな能力をつけるか

ということと,どんな能力がどんな過程で形成されて

いくかを授業の中で考察しなければならないというこ

とであろう。

なにか作ろうとするときに,す ぐに紙を持ってきて

図面をかいて相談しあうような生徒が育っているか,

とか,金属加工学習で教えたノギスのしくみを機械学

習のときどう生かして, ピストンの寸法や行程をはか

っているか,な ど,毎 日,毎時の授業がいわば,過去

の授業の成果を教師自ら評価し,確認する場にしたい

ものである。もしそのばあい,主要な概念が定着して

いなかったり,最低必要な技能が身についていなけれ

ば,つぎの作業や研究が,教師の説明,示範なしには

できないということになる。生徒という鏡に反映され

る事実を克明に記録するなり整理し,それらを持ちよ

って,共同討議することによって,次第に,授業を通

して子どもたちの成長が客観的にとらえうるようにな

ると思われる。こういう方法が援業をどう組織するか,

にかかせない視点であろう。



■
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>授業をどう組織するかく

機 械 学 習 を ど う組 織 す るか (2年)

′
lヽ 池 ― 清

I 機械学習の目標をどうおさえるか
文部省で示す機械学習の目標をみると, 203年生
とも「整備」に関する事項を指導することが主なねら

いとなっている。それに追加されるものとして,機械

材料,機械要素や機構,操作運転などが学習の基礎的

事項としてあげられている。また,その学習方法 は

「取り上げる機械に即して指導する」となっており,

その機械例としては,すでにご承知のように,自転車
裁敵 シン,農業機械,内燃機関などがあげられてい

る。

はたして,これらの機械を主体的に取り扱い,整備

に必要な技術を学ばせることが,今後の子どもたちに

とって極めて大切な側面といえるであろうか。

現在,「整備に関する事項」を機械学習の中′き的目

標 とする考え方は,次第に現場でその影をひそめつつ

ある。そのことは,今までの全国の多くの先生方の実

践がそれを物語っているといえる。

これからの子どもたちは,ますます発展しようとす

る,機械文明の社会に遅れることなく対応して行かれ
る能力を持ち合わせて行かなければならない。現在 ,

単に生産工場だけでなく,いろいろな職場にまた家庭

にいろいろな形で機械が導入されてきている。その姿

は年と共に高まりつつある。こうした中において,一

般教育をねらいとする中学校技術教育において,機械

学習の目標が,自転車などを中,い とする「整備的」な

学習であってよいのであろうか。

機械学習の目標は,故障の′点検,分解,洗浄,組立

といつたこ弊讐瑠増.製亘を主目標と,立ゑ2襲 ,ュヽ
っと基本的に機械そのものを理解する学習を重視すべ

藻ムなん.指導要領通り学習してみたが,その結果は

旋盤を見たとき,あるいは他の機械を見たとき,それ

らは習っていないから,さ っばりわからないという機

械学習では問題である。機械というものを学ぶ上で,

分解や組立,故障′点検など欠せない面ではあるが,よ

り大切な面は,彪窓馘藤鐵曲費能固数咀露り_然し.):、こL
らを比較研究し,共通点や法則性を見いだし,そ こで
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Ⅱ 機械学習をどう組織するか
直観主義の原理に立っての教育学の基礎を確立した

コメニウス1ま ,「先ず事物を教え,然る後に言葉を教

えることが緊要である」といっている。これは,現在
の中学校技術教育の中に大いに取 り́入れるべきことで

あるといえる。

われわれ|ま ,ややもすれば,形 式 的な学習を先に

し,具体的な学習をあとまわしにしたり,時には,形

式的学習だけで終ってしまうこ とさえ起しがちであ

る。理論 (原理)学習と実践学習と,どちらを先行さ
せるのんミ望ましヽヽかについては,今 までもいろいろと

論争されてきたが,一般にまず事実を学び取ることを
先行させるのが効果的であると考えられる。子どもた

ち|ま ,理論的なことよりも,まずさわって教たがる心
理的欲望をもっている。そうした欲求を無視して,文

学や言葉による形式的学習を進めて入ても,大きな学

習効果 |ま迂得できない。

コメニウスの教育観を受けついだ 'レ ら'―は,「空疎

暮 ムれて市されよ頭脳は,融 ゑ仕a2九亀
ログに外ならない」といっている。またその流れを受

け継いだペスタロッチは,「墓観は,お虫ゆる認識の

、多瀬 こ,そ量ムI蔵〈ふ逓t塾感K歯ム≧

響 ρ15機ゑ」_.と上12_■t.ゑ i
われわれが日々追究している望ましい技術学習の形

態も,こ のように,まず具体的事実そのものにいろい

ろな角度から取り組み,そのあとで比較,分析,総合
などを通して,他に広く通用し転移する法則性をさぐ
り出せる学習を組織することが大切である。

こうした学習を押し進めるにあたって,具体的機械

学習の教材|ま ,自転車, ミシンの類|こ■ぎらず,木工



機械や旋盤その他,学校で手に入るもの,機械と呼べ

るものであるならば何んでもよく,それも数多くある

ことが望ましいといえる。また,学習をより容易に理

解しやすいものにするために,実物だけでなく模型類

や実験学習的器具類なども補助教具としてできるだけ

多く,学習系列に合わせて組織しておくことが必要で

あると痛感される。

正 機械学習をどう実践するか
機械学習の第一歩としては,まず「機械とはどうい

2ふQぬ上ζ理解することが基本であるといえる。そ

の方法は,前に挙げたように,直観的学習からはじめ

ることが大切でしょう。「機械とは何か」「機構とは」

「機械要素とは」といった,言葉からはじめる学習で

なく,直接実在する機械に取り組んで機械そのものの

実態を学び取ることから学習をはじめるのが,その後

の学習を生き生きとしたものにする上で大きな効果を

示してくれる。

学習に取り組む具体的機械は,特定な機械でなけれ

ばならないという考えはもっていない。学校にある機

械類をできるだけ多く学習の場に導入しいろいろと違

っだ形のものに多く取り組ませるようにしたい。

機械に取り組む方法としては,ただ意味もなく「機

械とはどういうものか」調べてみなさいといっても生

徒は取り組む方法を知らない。そこでつぎのような視

点を設定し,それにしたがって学習を進めるようにす

る。

(1)鮭 部の動
:き
の研究_

機械とは「動くものである」という̀点に生徒たちは

最大の興味と関′かをもっている。その点に着目して,

機械学習に取り組む糸日とする。ここではむずかしい

ことに重
`点
を置かずに,墜盤の動く部分は,ど ?」さ_■

な勲嵐全ユゑなr生徒のもっている感覚で用意したい

ろいろの機械 を調べさせ,それをノートに記録させ

る。

12)二鰹嬢量部の形および組み合わされ方ね三ig懃声
蝋
機械はどういうものかを知るためには,機械の見方

を知る必要がある。機械全体をそのまま見ても, とう

ていはっきりしない。そこで機械全体を分析して,そ

の機械を組み立てている各部分に分け,これ以上分け

られないという一番簡単な所について,考えさせるよ

うにする。一番簡単といっても,運動が伝わるために

は,少なくとも,二つの部分が必要である。それが一

組となって,ある一定の運動 をするようになってい

る。その一組となっている部分について,それぞれの

形や,それがどのように組み合わされているか,ま た

一方を動かすとき,他方がどのような動きをするのか

この三点について調べさせる。物の形や組み合わされ

方をノートにスケッチさせ,運動のしかたについては

図の中に矢印で示させるようにする。

(31渉詢議部は二0上ユに組み立
=_ら
れているコ慶 2互L

究

機械は,単純な形をした一つ一つの物の組み合わせ

からできている。それら一つ一つのものはどのような

方法で組み立てられ,固定あるいは支えられているか

用意されたいろいろな機械について,具体的に分解工

具を使い,要所要所を実際に調べ,その様子を簡単に

ノートに図示させるようにする。

以上 (1)(2)(3)の学習目標は,「機械は動くもの」「一

つ一つの部分は単純な形をしたものである」こと,「単

純なものの組み合わさりかたによって,い ろいろと違

った形の動きが作り出される」ことなど,機械を運動

機構的立場から理解することと,機械各部はどのよう

に組み立てられているかを理解することを主たるねら

いとするものである。

これらの学習は,グループ当位で研究を進め,具体

的学習の結果をまとめさせるようにする。その学習結

果は,一つ一つの研究学習が終った毎に発表させる。

各グループから出たものを基にして,各グループ間の

意見交換や教師の発間などをまじえながら,各機械に

ついて比較,分析や共通性,法則性などをさぐり出し

機械とはどういうものかを本質的に理解させると共に

機械についての実践的能力や機械を倉1造的に思考する

能力や態度を育てるようにする。

機械実習の基礎的内容としてはつぎのような点を重

パ m主 1著ォ面rム了
…………………、一‐一一

(1)機械4.iの運動機構 12)機械を構成する機械要素

ミ鰤讐f頭藝
度

最後に機械学習を進める上で補助的に活用している

自作教具類の一部をご参考までに紹介しておこう。

(すでに本誌に発表したものも再掲されているがあし

からず。)

〔写真説明〕

①ミシンの機素を活用した機構学習模型

Cベ ニヤ板,ポ ール紙,画びょう,針金等を使って作

ったミシンの布送り機構模型

③ミシンのベッド裏面の機構を板上に再現した機構学

習模型



④カム機構模型 (形の違ったカムを二つ付けてある)

⑤ 2サ イクルエンジン模型c(3年 生だけでなく2年

生の機構学習にも活用cハ ードボート製)

⑥各種歯車見本 (歯車工場にて無料入手)

⑦遠心クラッチ模型 (分相起動型モーターの遠心力開

閉器と空かん活用)

(東京目黒区立第八中学校教諭 )

躁 L                      '―

写真  1

写真 3

写真 4

写真 7

写真  6

111111111'11111:|



>授業をどう組織するかく

機械学習の授業を組織する観点
一変速機をどう教えるか一

池 上 正 道

機械学習の授業を組織する観点一―「授業をどう組

織するか」ということになると,全 体の流れから切 り

はなした「 自転車の分解」「 ミシンの分解」をどのよ

うにキメこまかに組立てるかという意味に考えられが

ちである。しかし,子 どもに,どのような概念をあた

え,技術学習からえられる諸能力をのばしていくかと

いう,は つきりしたすじみちの中で考えなければ,し ば

しば,あやまつた概念をあたえてしまうЭ一例として

スクーターなどの変速機の例をあげてみよう。普通乗

用車に使われている選択招動歯車式の変速機,ス クー

ターに用いられるV′ ミル ト式自動変速機,そ して トル

クコンバーター,こ の三つを並べて教えることにして

いる。歯車式のほうは,実際の自動車のギャーボック

スに穴をあけ (ボー 'レ盤で小さな穴を並べてあけ,ハ

ンマーで打ちぬくと鋳物だから,かんたんに破断され

る)チ ェンジギャをロー・七カンド・ トップ oバ ック

と入れかえさせて観察させる。Vベ ル ト式の方は自分

でバネに抗してラ|っ はらせる。 トルクコンバーターは
分解したものを手にとって考えさせる。この三つは機

構的にはまったく共通点がない。しかし,私は同時に

教えるべきだと主張する。このひとつひとつの機構が

わかったところで,こ の三者の関連性がつかめな|すれ

ば技術的な能力がついたとはいえない。とくに,最後
の トルクコンバーターはむずかしい。 1ンかし,こ の三

者を順に並べて授業を進めていくことによって理解き

せることヵヽできると思うc

ここではじめから終 りまで一貫して追求しなければ

ならないことは「なせ変速機が4と、要なのか ?」 という

ことをくりかえしく,かえし考えさせることである。

変速機は速さをかえることが目的なのか ?一一蒸気

機関車には変速機がない一―速さをかえることとちが

った目的があるはずだ一― ローからセカン ド, トップ

(参考 )

技術・家庭 (男子)三年期末テスト問題 一-1964.7.3-
1 次の図は前進 4段 0後進 1段の,自動車の変速機の″例である。図をよくみてニュー トラルロー,セ ヵン
ド・ サード, トップ,バ ックを見わけ,解答らんに記入せよ

という順にギャを入れかえねばならないのはなぜか ?

一―車が平地から坂道にかかったとき,セ カンドにギ

ャを入れるわけは ?

この過程でひとりびとリギャを入れさせ,図 にかい

て考えさせる。

つぎに坂道にかかったとき,自動的にギャをセカン

ドに入れたと同じ状態にする方法で,ギ ャを使わない

方法があるかどうか一― Vベル ト式自動変速機は坂道

などで車輪が抵抗を受けるとなぜ車輪側のベル トが外

に押し出されるのか ?一一その結果はどうなのか。

これも実物を手にして考えさせる。

最後に流体クラッチの原理を説明し, トルクコンバ

ーターのステーターが坂道にかかったとき トルクを増

大する意味を考えさせる。

このようにして無段変速機のはたらきをわからせ ,

トルクの概念を把握させる。

この過程で ミゼット (前進三段ギャ)ラ ビットスク

ーター (ト ルコン伺
‐)を始動する (ひ とりひとりに運

転させることは危険を伴う面で問題はあるが,本来は

見せて,さわらせるだけではなく「運転」できる装置

を作るべきだと思う)

実際に トルコンを分解組立ててと,り つけ,動かすと

いうことはできない。またそれはしなくてもよいこと

である。何でもかでも分解・組立・始動をやらなけれ

ばならないという考え方は正しくないと思う。

授業を組織する基礎1ま ,手先だけ動かしていけばで

きるようなベル トコンベャーにつけるのではなく,工
場でいえば,設計室に連れて入ることである。ここに

義務教育において,職業割|1練 (一部のハイタレントを

約束される子どもにだ |す「創造性_を もつ)をするの

ではなく,調和のとれた企画的に発達した人間に育て

るための技術教育をやる意味があるのだから。
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つぎの図の機械は何ですか ? また, 1-18ま での部品のうち,エ ンジン側に直結しているものには○車

輪側に (変速機が間に入るものも含む)直結するものには⑫の字を入れ,ど ちらにもつながらぬものには

○をつけよ。

自動変速装置のついたスクーターが平地を高速で走つて坂道にさしかかった,こ のときどんな現象がおこ

るか ?

車輪に抵抗が強くはたら

～がおそくなる

そして次の理由で機関側が,はやく回転して
も車輪側はおそい回転が保持される

Vベルト式変速機

トル クコンバ ータ

8警霧側8父 ;り 1詈がおそくなる
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>授業をどう組織するかく

電 気 学 習 に つ い て

一曇岡

現場で日表授業を実践している私が指導法の研究や

_l■業の組織化として考えている点をあ|ず ると

1)教育観の確立 (技術教育に対する考え方 )
2)指導内容の研究
a)各単元における基礎的事項の抽出
b)各題材の系統性 (理科との関連を併考する)
C)教材研究 (施設・設備の充実,自作教具の製
作など)

3)授業形式の研究
a)授業のあり方 (男女共通か分離か)
b)発問形式 (発問法,発問内容の適否)
C)課題の設定 (思考力を伸長するための)

などである。

私は本年は授業を展開するに当って,意識的にシヤ
‐ベラナイ,講義的な授業を極力避けるために努めてい

る。

電気単元の一授業の場面のようすを紹介しよう。

<回路計の学習の第一時限目>
既に下図の導通テストの器具を屋内配線の一題材と

ターミナル

して配線し, コー ドの心線,絶縁物,生徒の身のまわ

りの品物 (消 しゴム・鉛筆・キップ 0ボ タンなど)の

導通テストは終っている。

(発問)こ の導通テスターを作って抵抗などを計るの

に不便と思われる点をあげなさい。

(反応)感電しそうで危ないなどといううちに,電球

では,明 るさをもって抵抗の大小を測定するので,人

,によって感じがちがう。

(発問)理科の 2年で,電球の電流,電圧を測定する

ときに何を用いたか。

(反応)メ ータ

(発問)メ ータ|よ どうして針が動 くのかなあ。

(反応)な い。

(発問)メ ータのしくみは解 りにくいとして,電球の

かわ りにメータを入れてみようc

こうすればよいかなあ。とくに持ち運んだりして源1

定するときどうかなあ。

(反応)さ しこみプラグで 100V Iま不便だ。

(発間)ど うすればよいかなあ。

(反応)しばらくない。電池はどうかなあり

では電池を接続したとすると,下図のようになる。

そこでメータのしくみを調べてみよう.

今,各 グループに,メ ータのしくみのわかるものと

ペン先を渡すから次の点で調べなさい。

1)メ ータの針のとりつけてある所についているコ

イルの太さを考えなさい。

2)ペ ン先をメータのどこかにつけてみて感じた事
をメモしなさい。

しばらく時間をおいて,観察結果を調べる。
1)コ イルの太さ|よ0.2m m位 だと思う。 (大部分 )
2)磁 石の部分がある。
1)の事実を絶縁電線やコー ドの許容電流につなげて

(発問)コ イルの太さ|よ細いので,流 し得られる電流

は大きいか,小 さいか。

(反応)小さい。

(発間)どの位だと思 うか。

(反応)な い。

(発問)lm Aま でが適当だとすると,乾電池は1.5V

レセプタクル



だから,こ のままの配線でよいかなあ。

(反応)%位がだめだ。抵抗を入れる必要がある。
(発問)では抵抗の大きさは。

紙数の関係から一場面を説明したが,電気学習を展

開するときに常に考えるのは,回路計の学習を展開し

ておっても,既習の屋内配線で習った重要な点は復習
し,後で学ぶ所は常に問題意識をもたせるように努力

すべきではないかと思っている。

自作教具を製作し,これだけの内容はどうしても生

徒に教えたいと思っていても,常に生徒の反応を意識

する必要が大いにあるのではないか。

このような授業を進めてみて感じた
`点
は,

1 生徒はすなおに反応する。最初のうちは他教科
の指導がこのようになされていないために,かな

リチグハグな所があったが,最近では,解らない

所|よ「先生,それから先は解らなくてだめだ」と_

いうようになったc

2 発間の形式は大いに研究の要がある。
3 いままでの教師の思い上 りを反省できた。

(東京都文京区立文京第一中学校教諭)'

>授業をどう組織するかく

電 気 学 習 の教 材 と授 業

向 山 玉 雄

はじめに

最近の実践は技術の授業を科学的にしようとする意

図から自作教具を製作し,それを使って原理を説明し

たり,実験的な学習場面を多くして,電気器具のカタ
ログ的内容をもった指導要領や教科書をカバーしよう

とする傾向がある。原理の理解や実験の学習は結構な

ことであるが,教育内容そのものを固定しておいて,

特定の教材について授業を科学化しても必らずゆきづ

まってしまう。

そこで授業を科学化すると同時に電気学習の位置づ

け,教材構成の方法に関する研究も並行して進めなけ

ればならない。このような意味で私は,毎年電気教材

についての組み替えを行なっているが,教材選定の規

準や,電気学習でねらう能力指標そのものも少しずつ

変化しているので,昨年のものと今年のものとは多少

違 う。このような時,本誌 3月号「技術科再編成の理

論」岡邦雄氏のものは,こ のことについて一つの方向

を与えるものとして非常に参考になった。

以下電気学習に限って,教材の系統化について私の

考えを提案したいこ

1 電気学習の系統と電気の科学史
技術科の電気学習の中でどのような内容を教えたら

よいかを考える時,重式邊岱?、怯含ま全菫築J諏璽W■
ミれてお4.さ たぶふな電気進鰤ゴ選唯豆́ ジ,そして

これらの理論を科学的にまとめたものとして,電気工

"

学とか電子工学などの学問をどう教えるかということ

を当然考える。しかし現在の電気工学や電子工学を技:

術科教育の中味の中に入れるとしても,それぞれあま

りにもぼう大な内容を含み,その中からどのような観:

点で何をぬき出してくるかは困難な仕事である。そこ

で現在ある自然科学の体系よりも,これが発達してき

た歴史的過程を分析することによって,その発達段階i

を教材の組み替えの中に取り入れられないものか考え

てみる。

たとえば,電気の発達を考えると,まず摩擦電気に

よる存在が知られ,つぎに流れる電流が発見されてい

る。しかし電圧や抵抗のような電流と全く共存して いヽ

るものでも,こ の時には考えられなかった。それが,1

電流が流れるためには流す力があるとして電圧が考え

られ,物質によって流れかたが違うことから抵抗が考
‐

えられた。過去における電気科学の研究や発見がこの

ような方向で行なわれてきたことは,教育の場でも,

まず電気の本体としての電流をつかまえ,それを電圧:

や抵抗に広げていくという指導の系統も考えられるの'

である。

すなわちつぎのよう手順が考えられる。
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そこで教材構成の目やすとして電気に関する科学や

技術の発達の歴史を分析する必要がある。

つぎに電気の科学史を便宜的に三つの段階に分けて

考えてみる。

第一は電流に関する諸現象の追求で,静電気から始

まり,ボルタが動電流を得る乾電池を発明し,さ らに

ォームによって定量的に考えるようになり,さ らに発

熱現象や化学作用など,電流とそれにともなうさまざ

まな電気現象の研究と応用である。

第二には,磁気現象に関する追求で, エル スデッ

ド,ア ンペーノしなどによる電流の磁気作用の発見に始

まり,電磁誘導,回転磁場さらに電信の発明などであ

る。磁気に関する研究は19世紀に入ってから本格的に

,始められるが,それ以前の17世紀,18世紀は静電気が

,ほ とんどで,ほんとうに科学的な研究がなされていな
いところをみれば,電流に関するさまざまな現象や法

貝」と磁気現象とは並行しながら,しかもその関連が追

求されていたことにはかならない。

第二は,電流と磁気との研究が進むにつれ,こ れが完

全に統一的に把握されるようになり,発電気や電動機

が実用化され,ついで電波の実用が,真空管や トラン

ジスターなどの発見と共にエレクトロニクスの花形を

'作 りあげた。そしてこの頃になって電気の科学は実験

の段階から実用の段階になり,電気工学や電子工学の

^体系を作る糸口になった。

さて電気教材を組み立てる場合に,電気の歴史的発

達を取り入れるとすれば,まず電気の存在を静電気か

ら入り,動電気としての直流,交流,さ ら:こ |ま磁気現

象を教え,つぎに両者を統一的に理解させ, これを電

子現象や電波現象に発展させるという順序になるここ

の場合静電気―動電気一電流現象―磁気現象…… では

:な く,電流現象と電磁現象と|ま並行して発達してきた

ことを思えば,必 らずしも電流の起すさまざまな現象

を理解させた上で電磁気を教える必要はなく,両者は

1あ る程度並列的にあつかいながら統一させることもで

きる。

2 理科教育との結合と教材の系統
F電気の歴史を分析してもわかるように現在の電気工

学や電子工学は,20世紀になつてからめざましい発展

をしたもので,こ の分野では特に科学と技術が密接に

結びついて区別がつきにくくなっている。また初期に

おける電気の研究も技術としての研究よりも,自然現

象としての摩擦電気の興味から出発している。したが

って物理学としての電気と,工学としての電気とヤまっ

きり区別ができない。

学校教育では物理学としての電気は理科の中で教え

られているが,技術教育の内容の選定をする場合には

特に理科教育との結合を図ることが,重要なことであ・

る。

技術科の場合は小中高の教科として全く一貫したも

のはないが,(本来はあるべき)電気の分野に関して
は科学と技術の接近の典型として,小学校の理科と,

中学校の理科はそのまま技術教育につながっているも

のと考えてさしつかえない。

つぎに理科との結合を「物理の指導計画」林淳一編

(国土社)を 中心に考えてみよう。物理の指導計画に

よると,中学理科の電気の学習内容としてつぎのよう

なものをあげている。

I電気と電流

1電気 2電子と帯電 3電界 4導体と不導体 ,
5放電と電子線 6金属中の電流 7溶液中の電流
8起電力と電圧 6オ ームの法則と抵抗 10電流に

よる発熱

Ⅱ,電磁誘導

1磁石と磁界 2電流の作る磁界 3ロ ーレンッカ
4電磁誘導 5交流の発生と発電機 6変圧器 7
交流回路 8電磁波 9ラ ジオ 10真空管
これらの教材指導の方法として,今 までのように電

気の現象的な画だけに目をむけず,電界や磁界などの

場の概念の指導と共に,電磁気現象を原子論的に統一

的に学習させることを考えているという。たとえば電

流が導体の中を流れるという概念も,今 までのように

導体は電流が流れ,不導体|よ流れないというような形

式的なものではなく,荷電粒子の流れとlノ て原子論か

ら本質的に解明しようとしている。

物理教育の電気分野が,こ のように電気の本質をつ

かませるような方向で指導されると,技術科であつか

う電気学習も,単なる現象面や取り扱い法の学習では

なく,これらの知識や実験結果を有効に結合して,技

術的装置や器具の追求ができる|まずである。しかしな

がら,現在の指導要領では理科教育と技術教育との積

極的な結合は全く配慮されていないので,理科教育の

現代化と技術教育の現代化は並行して進め,実践現場
で教育内容の自主編成と結合が行なわれなければなら

ない。

このように考えてくると,理科教育と技術教育とを

授業の中で統一し結合させることによって学習の効果
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使われている電気器具や機器の構造,働き,回路,測

定,材料,な どの基本を理解する
｀
ことを目標とする

3 電気学習の全体構想
今まで電気学習を組み立てる場合の視点として,つ

ぎのようなことを考えてきた。

(小学校 3年 ) (小学校 4年 )

これは電圧,電流,抵抗の場合の系統性の考え方で

あるが,磁気作用など一つ一つの内容についても同様

①l軍
気 回 路 の 製 作 と 測 定

|
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① 電気の科学史を調べることによって,発達段階の
中で重要なものを教材としてとり入れる。また教材

の配列を決定する手がかりとする。

② 理科教育との結合を考え,理科では “電気とは何
か
｀
の追求をするのに対して,技術教育ではエネル

ギーとしての電気を考える。

この他にも重要な問題として子供の認識の問題がある

し,中学校以前の経験や知識なども整理しておく必要

がある。これらのことについては,またあらためて提

案する機会はあると思うが,一例として電流について

小学校における理科教育 (経験)と技術科とのつなが

りを考えてみる。

(中学校 2年 )

なことが考えられる。ここでは結論を急ぐので私の電

気学習の全体構造を次に図式化しておく。
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ち 1発計 ,変酬 ,送 電,配 電 1戸

(戻覺究究憲言露偏?慮

`撃

魯)
4 実践例 (ネ オン管テスタの製作)
(技術教育 7月 号 p60教材教具解説参照)

11)教材の位置づけ

前項であげたように電気学習の導入として私は,回

路の学習と電磁石の学習を並行させている。̀その中で

①の “電気回路の製作と測定
い
では,電流を中心にし

て,回路の中で電圧や電流や抵抗などがどのような働

きをするかを理解させるため,簡単な回路を設計した

り,回路図を書いたり,回路を作ったり,測定や計算

などの授業を組織している。これはそれ以後に学習す

る電気器具や装置の中で回路をどのように分折し,測

″

(冒層愛桑手21マ姦馨続空請日撃書
な
)

定し,計算したらよいかの基礎になる。

内容としては,つぎのようなことを考えている。

直流と交流電源,回路における電圧・電流・抵抗の

考え方,回路図とその見方,電圧電流などの配分 ,

安全電流,各種測定など。

これは最初から屋内配線とか,電熱器具というよう

な特殊なもので学習せず,も っと簡単でわかりやすい

教材で,電気学習全体の能力指標の一つとして重要な

回路の学習をさせようとする意図である。

具体的な教材としては,乾電池で作った回路,実験

用配電盤の回路,はんだごて台の回路などでくり返し

ながら能力を高めているが,ネ オン管テスタはこれら

(冒奎畠薯
′
ビな車讐ワ笠各孝冒)



の総括として考えている。

佗)学習過程
<ネ オン管の働きについて調べる>
① 70Vに なると点火(放電)することを知る一→ス
ライダックを利用し,電圧測定をしながら70Vで放電
することを実験。これより電圧や抵抗測定に利用でき

ることを知る。

② 陰極が光ることを知る―→直流電源と交流電源
で光るようすを観察する。

C 安定抵抗の役割を知る。

<電圧を測定するにはどんな回路を作るか>
① 点灯したところが70Vでぁること。それ以上で
は全電圧で光るから区別できない。70V以下は測定で
きない。

② 70V以上の電圧を測定するには途中に可変抵抗
を入れることによって,ネ ォン管には常に70Vが加わ
るようにできる。

③ 抵抗は電圧を分割できるのでボリュームを利用
して外部から調節する。

④ 電圧値よリネオン管が点灯する抵抗値を計算で
きることを知り,計算する。

<抵抗を測定するにはどんな回路を作るか>
① 甲路に抵抗体が入れば,それにより,電圧や電
流が変化するからボリュームの位置で抵抗値が読める
ことを知る。

② かんたんな計算をする。

<実用価値のある回路を設計する>
C 直接さわっても感電しないようにする……20K
pの抵抗をつける。

② どんな材料が必要か,部品,導線,回路図,ネ
ジなど材料表をつくり,規格,容量などを決定c
O 利用しやすいょうにするにはどんな配置がよい
か考える。

<製作をする>

C 材料加工→部品取付→配線をする。
C ボリュームの抵抗値をテスタで測定してツてミ
の位置を決め目盛板を作る.

C 実沢1し て日盛板のずれを修正する.

<利用>
できたものを利用して,電気器具の導通テスト,抵

抗測定などをする。

8)こ の教材で何が教えられるか ,
上記のような学習過程をもつ授業を展開することに

よってどのようなことが学習できるか 2・ 3上げてみ

るc

C 抵抗によって電圧や電流を変化させられること
② 実用的器具や装置の中に法則や数学が生きてい
ること。

C かんたんな回路を設計する能力
C 安全電流のla・念
C 作ったものを利用して測定する能力
また上と重複するが,このような学習をしておくこ

とによって役立つと思われるものをあげると,つぎの

ようなものがある。

C 回路を構成したり,組み立てる場合の基本的考
え方

② 回路の中に抵抗が入ってきた時,電圧や電流を
どのように考えてゆくか。

C 抵抗値を外部から変化させるという方法
C 法則をつかんだり数式を利用していく能力

<問題点>

C 電気学習の教材はネオン管テスタのように現に
生産現場や生活の場で使用されていないものでよ

いか。この場合,実用性,経済性をどう考えるか

C 学習があまりに理科的になるという批判をどう
考えてゆくか。

C 電気学習は特別だから品物を作らなくて,でき
あがった製品を観察したり測定すればよいという

疑間をどうするか。

C 教材選定の出発点を回路の見方や測定の能力を
身につけるということにしているが,これは電熱

器があるからとか,電動機は生産の場で多く使わ

れているから教えなければならないという考え方

とどのように違うか。

C ネオン管は放電現象を利用しているので,電気
学習の初期の教材としては困難であるという疑問

があるが,原理を全部理解しないで物を作ること

は教育的に意味のないことか。

C 抵抗器や可変抵抗器はラジオ学習にでてくるの
で,前に学習するのはどうかという批判はどう受
けとめるか。

C この種の教材をどしどし取り入れてゆくと現在
の電気学習は大幅な改造を必要とするのではない

か 。 (東京都葛飾区立堀切中学校教諭)



>授業をどう組織するかく

女子の技術学習と家庭科学習分科会をどう考えるか

植 村 千 枝

本年度の主題となった “授業をどう組織するか"に

入る前に, 2つの分科会をどう考えとり組むかを明ら

かにしたい。それにはどのような積みあげがされてき

たかをふ り返 り,今後の方向を考えたいのである。

1 研究経過
'59年 までの夏季大会では,家庭科学習分科会は唯一

の女教師参加の分科会であった。そこでは衣食住教材

を,①家庭経営について自然科学的能力を高める

②社会科学的認識力をのばす

③家庭学習の基礎的技術能力を高めるもの

以上 3つの視点で分析し,こ れにあ う教材に編成し直

し,技術的系統性をもたせようと試みられていた。し

かしここでは常に衣食住教材に限られていたことから

断片的で生産技術の学習系列に比べると発展性がなか

った。中学の家庭科担当教師の中には「製図」分野を

独習し教え始めていた者がボツボツ出はじめ,こ のギ

ャップに気づきはじめていた。移行案の発表によって

更にその学習内容の研 究 が ひろがっていったのであ

る。 '59年 の夏季大 会後「製図」「 ミシンの分解と組

立」の講習会が組まれたのも,第 1回都道府県研究協

議会の認定講習会より1年 も先がけて行われたもので

ある。

'60年の市川大会では,製図学習について中村知子さ

んから「展開図から入った 3角法の教え方」「女子に

T定規,製図板がないのはなぜか二など早 くも男女差
の指摘が行われたのである。

'61年長野大会では ミシン教材(1を「保守修理にとど

めるのでなく機械として教えよう」「 クランク, カム

機構をどう教えるか三「教師の研修サークルを作ろう」

といった教材研究は教師の研修なくしては行われない

とい う,特に家庭科教師の脱皮の方法を示した成果は

大きかった。

'62年武蔵野大会は
'で
は,佐藤氏から「家庭工作,家

庭機械の家庭を除きはんものの技術教育を行おう」植

村から「男女共学可能な教材でカリキュラムを編成し

よう」といった提案がされ,いわゆる工的内容を深め

%

ようとすれば,被服や調理教材が圧縮され,再検討さ

れる結果を生メ_だのであった。特に被服製作の130時

間はいかにも多い,合理的な教え方によって,時間が

短縮される例がいくつか示されたのである。

'63年 3月 静岡市で0, 女子向き技術・家庭科の全分

野につい検討が行われ,家庭科の本質は何かを問い正

したのである。その結果家庭生活を合理的に営むため

の科学化を教材の中に統一的に組みこむ必要があると

いう意見に,家庭経営の諸技術を素材とする限り,統
一的な視′点は出てこない。たとえば家庭工作と被服製

作では,何 ら関連がない。やはり従来のような断片的

な知識となってしまう,と いう疑間が出されたので

ある。又家族の問題が現行内容から省かれたことは間

題である。縫いくいるみを作る技術主義の保育学習でな

く家族の人間関係を考えさせる唯一の教材として期待

したいと主張する。

これに対し,幼児:こ対する興味調査から中学生は全

く関心がないことがわかった。家庭生活≒保育≒家庭

科という発想に誤りはないか。又学校教育にすべてを

持ちこむのでなく,保育学習に限らず,従来の家庭科

教材の中に|ま ,社会教育の領域に組みこんだ方が逢か

に成果があがるものが多い.一教科でとりこむのをや

めて,広 く成ノ、を対象とした教育が行われるよう教育

運動を広めていくべきだ,な ど統一的見解には至らな

かったが,本質につながる貴重な意見が次々に出され

今後の研究の足がかりとしてもち帰ったのである。

同年の名古屋大会1で |よ ,多数の参加があり3分科

会に分けても60/、を越える盛況であった。しかし指導

主事の権力が徹底している地区では,生活技術として

どうとらえるか,きめられた時間の中でどう教えるか

にこだわり,内 容 的に |よ必ずしも高いものでなかっ

た。一方早くから十一クル学習を行っていた岐阜や静

岡地区の発言は,被張製作の長時間指導の疑問や,教

師の研修時間をどうとるかなど,率直な意見が述べら

れた。深尾望子さんの, 検電棒IJ,簡 易テスター,け
い光灯の自作教材の発表はすぐれたもので,前者と余



クにも対象的であった。

特に小林美代子さスノの「男女共学で電気学習を指導

して」は,女教師の意欲と能力は困離な諸条件を克服

しうること,又 この教科全体を変える力になり得るこ

とを実証したのであった。

2 家庭科分科会
静岡での会を別にすると, 4年ぶりに設けられた分

科会である。それだけにここでの提案や討議の成果は

各方面から注目されているといえよう。

経過でみてきたように,現行指導要領では,女子向

きは生活技術であるという認識にたち,諸矛盾を発見

したこと。解決の一つの方向として「女子にも男子と

同じ技術教育を行おう」と努力したとき,従来の家庭

科教材の検討なくしては成り立ち得なかったこと,な

どであった。これらの研究をふまえた上で,家庭科分

科会をどう運営発展させるかを考えてみたい。

(1)検討する教材内容を,衣,食,住 ,保育分野に

限らないで,家庭工作,家 庭機械 も含めるべきであ

る……

しばしば触れたように現行内容女子向きは,生活技

術 として組まれているのだから, どの教材をとっても

同じような矛盾にぶつかる。又現場の教師たちは基準

にしばられて,そ こから疑間をもち脱皮しようとして

いるのだから,教研運動の筋道としてまず指導要領批

判を徹底的に行 うことこそ必要であると考える。

(2)家庭科はどのように変遷してきたかを明らかに

することは,今後の教科のあるべき姿を明らかにする

ことにつながる……

特に衣,食 ,住教材は,伝統的な家事,裁縫時代の

中味から脱皮していない。女子の特技とか,女子の仕

事として肯定され,女子向き内容の%を占めているの

である。このことは明治 5年の学制 がひかれたとき
「
女児小学ハ尋常小学校教科ノ外二女子ノ手芸6フ 教

フJと いう,当時の西欧から学んだ男女平等の思想で

は,家庭の裁縫教育への要求を無視してまでも,実現

することはできなかった。しかし識者の中には寄宿舎

制度を実施して,家事から解放し男子と同程度の内容

をもりこメノだ東京女学校や, 3年からごくわずかな手

芸を入れた栃木女学校など,当時といえども裁縫教育

は,女子の教育を低下させると見抜いていた。しかし

明治18年を境として,女子教育は家族主義に沿 うよう

変えられ,女性の解放を目ざした新しい試みは短い期

間で終ってしまうのである。明治維新以来,近代国家

ヤこ仲間入りする急務から,国家意識を中央集権化する

ためにとられた一連の教育政策から,家族を中′いにす

えた家事教育が台頭してくるのである。このことは戦

時体帝1にすぐ適応され,戦時中は,家事科報国,裁縫

科報国として協力した,

裁縫に例をとると “家族への愛情と犠牲奉仕の贈り

物として"であり婦徳 の涵養という言葉であらわさ

れ,主婦準備教育につらぬかれる。又和服や洋服を仕

立て収入を得る,女子の特技をいかす職業準備教育の

立場は,繊維産業の高度な発達によって,その手技的
な方法は全くあわなくなり,主婦準備教育と何ら変ら

ないことになった。戦後は, ミスウイリアムソンらア

メリカ側の指導を受けて,家庭科の中に統合され発足

した。封建的な家族制度が崩壊したことから,男女共

に家の中の仕事を理解してやらなければならないとい

うたてまえで,裁縫教育の初歩が男子にも課されるの

であるが, 日本みずからが変り得べくして変ったので

なく,ア メリカの占領という形で与えられたものであ

ったため,形式は変っても教材の中味は戦前のものを

そのまま引きついだだけである。

〔例〕戦前 よい身なり    戦後
(小 4)食事用ひざかけ  (4ヽ 5)

机ふき

手下げ袋

まえかけ

下ばき

着物のしまつ

よい身なり

台ふき

整理袋

着方と衣類

整理

製作物はいくらか整理されているが,ね らいは布を

裁断し縫合するいわゆる伝統的な裁縫教育である。明

治以降学校教育の中では統一されてきた短針が,江戸

時代に自由に使われていた長針の効用を,さ も新しい

発見のように取り沙汰されている程度にしか変り得な

いのはなぜなのか。又家庭生活を民主化し合理化する

ためにとり上げる製作学習とすると,つながらない教

材が余りにも多いったとえば手技的な布製の袋作りは,

どう教えても家庭生活を合理的に営む力に発展してい

かない。むしろ刺繍をしたり家の中を飾る手芸的な楽

しながわかるだけで,紙 ,竹,木 ,ポ リエチンン製のさ

まざまな整理容器を合理的に使用することに,日 を向

けない結果にならないとも限らない。こうした矛盾し

た内容 |まいつもそのままで,22年には裁縫師としての

一職業の理解として考えられ,26年の改訂では手技工

作中の裁縫として女子が選ぶのが望ましいとされ,33

年の技術・家庭科では女子の特性に合った技術として

裁縫が被服製作と名を改め,再び大幅に組み入れられ

たのである。被服製作の授業時数は全時間の%以上を

占めていることは, どうみても逆コースとしか考えら

れないのである。

一方,今回の改訂で力を入れたといわれる機械,電

あ



気の分野の総時数は50時間で,男子向きと比べると約

半分である。このことは指導要領の目標 10「 4L活に必

要な基礎的技術を習得させ,創造し生産する喜こびを

味わわせ,近代技術に関する理解を与え,生活に処す

る基本的な態度を養う」 (注…傍線筆者)と いう趣旨に

女子向きは全く反していると言わねばならないc家庭

で作るブラウスやスカート製作であったり,手芸とし

ての毛糸あみものやろうけつ染に,い くら長時間かけ

ても近代技術とは全く無縁で,そればかりか手技的な

あれこれを持ちこむことは家事労働を増加させるだけ

である。それでは女子が一生職業をもち続けることを

不可能にすることで,男女別学コースを定めた理由を

「現在も将来も生活が異なる」として女子にだけ衣食

住,保育分野を大幅に組み入れた指導要領内容規定の

思想は,はっきりと女子の職場進出を否定していると

みてよいのである。

(3)家事労働を社会化する方向をめざすこと……

主婦の仕事として家事労働が存在している間は,社

会化の必要は余りない。電化製品の商品攻勢のつぎに

は,レ ジャー産業のPRはつきものだ。浮いた時間を

主婦たちは,手芸やレクリエーションに使い果す。こ

れでは企業に奉仕しているようなものである。

しかし一生,主婦の座におさまり,社会的生産労働

に従事しないで済む女性はきわめて少くなってきた。

本年 4月 27日発表された厚生省の「全国家庭児童調

査」によると0,「母親の半分以上が家事以外の労働
をしており,こ の働く母たちのえが 1日 10時間以上も

働いている。 “生活を支えるため"と いっているもの
が 6割強を占め,家業に従事しているため無給の者も

多く,一般に低収入だ。又健康を害している者が多い

のも, “ittく 母"の憂うべき特色となっている。」

好むと好まざるとにかかわらず,資本主義社会の必

然として,社会的生産活動に従事せざるを得なくなっ
てきている。この現実を “主婦労働を認めさせよう"

という立場をとり,労働階級の婦人が家庭を破壊して

までも,工場に出ていかなくても妻を扶養し得る賃金

を夫に付加する努力が必要と考えるのは,現実把握が

甘いし,中流以上の家庭にしかあてはまらない。むし

ろ生産労lSlに従事しながら差別をなくすたたかいが必

要なのである。

女性が働くためには,様 々な疎外条件がある。十分

でない保育所の数と設備,母性の保護は完全でない。

家事労働はいぜんとして女の肩にかかっているなどで

ある。家事労働は企業の中にかなり吸収され減少して

きているが,ま だまだ多い。家庭科の教材の大半は,

この家事処理能力を対象としているのだが,自然科学

%

の法則に照していかに合理的に処理する力がついたか

という実践は,小林きみよさんのはでん粉, 0卵の調

理実験以来かなり各地でも試みられるようになった。

しかしこれだけでは消費単位となった個別的な家庭生

活のわくから一歩も出ることができないのである。つ

まり家事処理技能を上手にこなせる主婦でしかなく,

社会的生産活動に従事する女性として成長しないので

ある。

家事労働は女性の天職と思いこませることからまず
:

改めさせたい。それには衣食住教材をできるだけ共学

で行 うように組み変えるべきである。このことは男子

に男でもできるという自信をもたせ,女子には女だけ

の仕事という観念をとり去ることになる。

1人 1人の技術的進歩と,集団での協同学習を授業:

の中に組織していくこと。このことから社会化の方法 :

を学びとることができる。たとえば “洗たく"教材で,

用水,洗剤,せんいの性質と洗い方など,実験・実習
i

をとおして理解させると,こ の学習は終りであるが,

この知識をもとにして,次のような授業展開を更に広:

げる必要がある。

C各家庭の洗たくはどうしているか

イ.1週間の回数と時間,  口.誰がやるのか
ハ.どのようにやるのか(以上アンケートをとる)

Cア ンケートから明らかになった各家庭の洗たく状

態を図式化して, 1つの社会問題としてこの状況を

どうとらえるか考えさせる。

以上の結果,母親の労働であること,しかもクリーニ

ングに出すと支払 うのに,家の仕事は無給である (家

事労働はタダである)1週 3回が最も多いが,幼児の
いる家庭は毎日というものもかなりあり,全員の労働

‐

時間を集計すると余りにも多いことに気づく。電気洗

たく機は約%であり,購入費の総計も50万円を上まわ,

ったのに驚ろいたのである。以上のことから,みんな

で考えた結論は,各家庭でやっては時間も設備費も,

ダブついて無駄だ。 1箇所に設備を作り,そ こに集め,

て順番で管理するか,専門家に任せたら母親の家事労

働は軽減される, というものであった。

ここでも又,個別的な家庭というわくをはずすこと

によって高次な技術が要求され,社会化,集団化の学

習がひき出されるのである。このことはどの教材につ

いてもあてはまることで,調理について言えば家庭の

料理がうまくできる指導だけでなく,加工食品につい

ての知識や,大量炊事に発展する技法を組み入れるな

どである。

(4)中教研家庭科部会の研究に学ぶこと

10次教研以来,家庭を労働力再生産の場と規定して



被服の型紙作りを発表したが,その立場をひっこめ,

昨年は “近代化に対してどうとり組む力ヾ というテー

マで00小 5「すまいのそうじ」単元の実践が報告され

た。学校のごみの分析やはこりの分配状況を徹底的に

調べさせ,清掃を阻んでいるものとしてC用具不足C
学級集団の不統一を発見させ,児童会を動かして,学

校中のモップ作りをしたという実践は,従来の家庭科

からの脱皮としては注目に値いする。しかしどこまで

が教科指導で,ど こまでが生活指導なのだろうか。又

この学習の発展はどんな教材につながっていくのだろ

う。 1回限りの学習では生活にとり組む学力には高ま

っていかないっきくところによると,こ の学習 の結

果,「クリーナがよい」という声はきかれなくなった。

つまり反近代化の姿勢ができたというのである。

なぜ合理的な生活を営んではいけないのだろう。意

識だけの姿勢では,商品批判も,生活を変えるホンモ

ノの力も育っていかないのである。

(5)家庭科教育は何をねらうか……

家事処理技能を教える主婦準備教育でもなく,家庭

を消費単位としてとらえる消費者教育でもないc労働

力再生産と規定するのも,資本主義社会の中にあって

は,企業に各家庭が奉仕する体制を倉1り 出しているに

過ぎない。

今日の家庭生活は様々な困離にぶつかっている。子

供たちの未来にも続いている。それらを克服していく

には,生活の変革をもたらす家事労働を社会化してい

く力をつける教育が中核にはしい。そのための学力の

筋道は,生活技術から生産技術に発展する技術教育で

統一されることが,実現を可能にすると思われる。

したがって家庭科教育と,生産技術教育を異った教

科領域として,分けて研究を続けてきた日教研の方法

には強く反対する。

3 女子の技術学習分科会
女子にも技術教育をの意味で,女子だけの特別な技

術教育をさしていない。あくまでも女子の技術教育は

男子と同じ水準に高めようと主張する立場である。し

たがって,諸岡氏は1のしばしば提案されるせんい産業

に従事する女子労働者が多いことから,被服生産の全
工程に役立つ技術教育に切り換えるべきだとするのは

男女差を講めた,女子向き特殊技術教育で,全 く相入

れないものである。

(1)被服製作は布加工として考えよう……

現行内容では,製図学習は木材加工につながるだけ
で,長時間を費やす被服製作とは何ら関連がないのだ

が,被服も布を使っての加工物と考えた場合,その形
は展開図の集合体と考えることができる。被服は人々

の生活に密着して変遷してきたので,独特な型紙作り

があるが,生活史としてとらえることと,人体を動き

のある複雑な円筒形として実測し,展開図の応用とし

(1図)教 材夕1(指導要領 )
1準「  (45)

ブラウス スカート

2年  (45)

ひとえ長着 パジャマ

3年 (40)
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。計画 (デザイ
積 り)
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。仕上げ

衣類整理 毛糸あみ物

ししゆう

関連内容

型 。衣服の移 りかわり
社会と衣服の関係
。夭日服型と洋月風型の
比較
工 O基本的な型紙作
り°
鵬 襴 l■ )
。能率的な加工の工

夫
。仕上げ

ワンピースドレス 染色 洗たく(絹,毛 )
◇どの教材をとってもねらいが, くり返しにな

る。他教科との関連性がない。

一
[繁玖2騰育  |
~1争
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*て作成することの方が,技術教育とし一かん性ができ  このこと|ま機械や電気学習についてもちてはまること
学習効果があがる。このことから前ページのような分   だ。
類 (2図)を 出し,自主編成案(3図 )をたててみた。    今年の大会ではそれらがたくさ′たもち寄られ,明 日
1年の全体構想と, 2年は関連部分である。 1年は  への授業内容が一層高められ,子供たちのいきいきし
全部男女共学, 2年は可能な範囲で男女共学と考えて  た授業へのとり組みが,み られるようになることを期
いる。つまり,機械学習は共学でよいが被服の型の研   待するのである。 (東京都武蔵野市立第二中学校)
究と加工の基本的な型紙作りまでで,具体的な製作物   (1)技 術教育 '61年 9月号 植村「裁縫ミシンの教  .
に入ると現段階では抵抗があるかもしれない,だから     材について」 '61年 10月号 中村知子「女子の
男子はそこで木材加工に切り換えてよいと思ってい     ェ業的技術学習」
る。質的に同じ水準で学習するのであれば,画一的な   (2) 〃  '61年 10月 号「女子の技術教育」
男女共学より運動は広まるだろう。ここでは機械学習   (3)産 教連ニュース No.25,38年 6月 10日 発行のも
に発展させるよう,加工のときに特 に注意して指導     の「女子の技術教育分科会の提案に代えて」
す る。 (4)技術教育 '63年 10月 号「女子の技術学習_」
侶)技術教育としてのカリキュラムをたて検討しよ (5)  〃  '63年 11月 , 12月 号 '64年 1月 , 2月

う
… … ・

号 深尾望子「電気学習の指導二
食物学習も,栽培学習の発展として学習させたい。    16)手 芸とは裁縫のことである
このように,技術教育の視′点で教材を組みかえると,   (7)朝 日新聞掲載 39年 4月 27日発行
.あ る程度の統一したカリキュラムがたてられるのであ   (8)技 術教育 '63年 4月 号 小林きみよ「炊飯によ
る。その方が中味の検討をどうしてもしなければなら      るでん粉の糊化と熱伝導」
な くなる。たとえば 1年の製図学習は既に2年の機械   (9) 〃  '64年 2月 号  ″  「易消化食品
製図につながるよう,いわば機械製図の初歩である。      半熟卵の調理法と茶わんむしの作り方」
これでは,板金加工,布加工,間取り図,な どをかく力に   は0  〃   〃  和田典子「家庭科教育の現
なり得ない。もっと子どもたちの身近な物体を平面化     状と課題」
する力をつけ,又平面を立体に組みかえられる転移性   回   〃  '63年 8月 号 '64年 7月 号 諸岡市郎
のある学習を組むべきである(今夏大会に提案予定)°       「婦人労働問題と技術・家庭科」

全国進路指導研究会主催

第 2回全国進路指導研究大会要項

〔主題〕                     〔会場〕 群馬県高崎市下豊岡少林山だるま寺 (高
①進路指導の名のもとに差別教育がすすめられ       崎駅より軽井沢行バス豊岡下車,
ている現状をどう把握するか

―一開放経済・高度経済成長政策,人づくり
政策との関連, コース別補習問題

を明らかにし, これからの高校全入運動をど
う発展させるか

〔日程: 11日  13.00 開会 提案
12日  9.00～ 16.00 討論
13日   9.00～ 12.00 まとめ

日プリント100枚持ちこみ
〔宿泊〕 会場のだるま寺で 1,白 3食付 7■)胃

②人づくり政策による「後期中等教育の改革」   〔問題提案者〕 7月 31日 まで申込先に連絡の上当

一一定時制高校の縮少,産学協同,企業内教   〔参加会費〕 500円
育の拡大,勤労青年学校・各種学校農業訓練   〔申込先〕 埼玉県与野市与野1296
所の新設拡大との関連

③ふるいわけのための進路指導の裏づけとなっ
ている心理学万能主義の欠陥を明らかにし,
正 lノい進路指導を位置づける

一一知能テス ト,職業適性検査,進路相談所
の開設,一せい学カテス ト,能研テス トとの
関連

〔会期〕 8月 11日 (火 )12日 (水)13日 (木 )

深谷基雄 (Tel.浦 禾口316273)
産業教育研究連盟の皆さ tの参tiを期
待しています。東大の宮原誠一先生はじ
め,産教連の後藤先生,清原先生も参加
します。全進研についての連絡先 (事務
局)は
東京都練馬区関町3～97 池上正道まで

郎



実 践 的 研 究

技術・家庭科における

安 全教育 の実際

山 開

技術・家庭科の学習指導要領の中では「協同と責任

と安全を重んじる実践的態度を養う」と規定しており

安全を目標にかかげている教科は中学校の教科の中で

他に保健体育科があるだけである。学校における安全

教育は技術科と保体で行えばそれですむというもので

はない。理科や修学旅行等の中では事故の事例も多く

安全に対する配慮は格別に必要であるcつまり教科は

もちろんのこと特活・学校行事等の中でも安全教育は

大切であり,安全教育は教育活動の全領域の中で行な

わるべきものであると考える。

中でも技術・家庭科における安全教育は学校におけ

る安全教育の核的役割を持つものではなかろうか。学

校における安全教育はその場あたりの思いつきではい

けない。そこで私は技術 0家庭科における安全教育を

行なうためには,二本の柱がなければならないと考え

る。その一つは事故防止のための知識 0技能・態度を

育てること,つまり安全教育の内容の指導であり,も

う一つは事故が起きないように生徒や施設を管理する

ことであると考える。

そこで私はまず,技術 0家庭科における安全教育は

なにをねらうか (目標)について私の考えを論じ,そ

の目標を達成するための教育内容を挙げ,そしてその

指導法,な どについて論述することにする。

1 安全教育の目標
最近国民安全の日が制定され,全国安全会議の結成

をみ,国民全体の中に安全が極めて重視されてきた。

この安全重視の風潮は単に交通関係のみでなくその根

源は産業安全運動にあり,今 日の産業発展の基調は安

全の向上にあるとさえ言われ,産業安全は安全管理と

作業従事者の習慣にまで高められた安全行動と安全ヘ

の態度に依存するものである。

技術・家庭科の安全教育は中学校における安全教育

の核であり,産業安全の基礎を培う役割は極めて大き

いものであると考えるcそれは単なる実習中の事故防 :

止のためでなく, 日常生活において安全を重んじると

ともに将来職業人となっても安全に,いがけ,事故防止
につとめる態度の養成を目ざして行なわなければなら

ない。

指導要領には具体的に示されてはいないが私は,次 :

のような具体的目標をもって指導にあたっている。

よく事故の原因となる作業や行動の規律を理解さ

せ事故防止につとめる態度習慣を養う。

・機械及び工具の構成と機能を理解させその正しい

使い方を習得させる。

事故防止のための知識とその対策を理解させる。

自分もけがしないと共に他人にもけがをさせない

よう注意する態度を養 う。
。救急処置,基礎技術を習得させる。

2 安全教育の内容
技術・家庭科における廃疾の大部分が生徒の側にそ

の原因がある場合が多い。そこで事故を防止するため

にはもっと安全教育を徹底させなければならない。生i

徒を事故から守り,よ リー層技術学習の効果をあげる

ためには,何を生徒に教えたらよいだろうか。つまり
安全教育の内容に何を指導すればよいのか ? このこ
とがすなわち私が3カ年実践研究を続けてきた問題点:

である。このことについては文部省の指導要領や指導 :

書にはほとんどふれてなく,運営の手引きの中にわず
|

かに挙げられているだけである。

私は3カ年の実践研究の中で技術・家庭科における

安全教育の内容としては,単なる事故防止のための知

識のみでは不充分であり,1安全のための知識十技能
|

更に 1安全を重んじる態度|が育成されてこそ,事故は

防止ができるものと考えている。次の表は,技術・家

庭科における安全教育の内容についての私なりの考え.

である。
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以上の表は,私なりの安全教育の内容についての考

えを一覧表にまとめたのであるが,更にこれを具体化

し,①手工具の安全 ②木工機械の安全 ③金工機械
の安全等について具体的に述べることにする。

(1)手工具の安全

一般に手工具ぐらいは誰でも使っているし,改めて
´
安全教育の対象として指導する必要はないという考え

を持っている人もあるが,柳川市におけるけがの実態

を見ると全生徒のうち31%が手工具によって大なり小

なりけがをしている。私は手工具といえども①工具の

性能 ②正しい使用法 ③点検と修理の方法 ④工具
の保管の方法 等については徹底して指導すべきであ
ると考え実践している。次にあげるものは私が手工具

についての事故防止のため指導している留意点である

工 具
安全作業の留意′点 (事故防止のために)

1.く さびのない,頭の抜けそうな,柄の折
れそうなハンマは絶対使用しないこと。

2.頭のまくれているハンマは打ったとき破
片が飛んで目に入ることがあるので使用し

ない。 (ま くれははやめに取り除く)
3.柄のねじれているものはたたいていると

き見当がはずれ思わぬところをたたくので

使用しない。

4.手袋をつけたまま′ヽンマを振ると
が入りにくく飛ぶことがあるので,

着用しない。

5。 せまい場所や足場のよくないとこ

ンマを使うときは反動に注意すると
ハンマを振る前必ず周囲に人がいな

る。

6.ハ ンマ|よ柄がゆるんでいないか作業中と

いえども時々点検する。

7.ハンマは最初から強く打つと手を打った

り打ちはずして柄を折ったりするので,気

をつける。

8.ハンマの共同作業はよく呼吸を合わせる

9.ハンマ代用にスパナやレンチを使用しな

10.ハ ンマの柄の取りかえはなれたノ、に依頼

する。

11.さ びついたものを打つときは,さびが目

| に入らないようにする。

I1211`二 F柄

の長さは作業者に適したもの

1.手がすべって刃にふれないようにつばを

設ける。

2.ま たの間に木をはさんで小刀を使用しな

3.運搬するときや保管しておくときはさや
におさめておく。

1.使用しないときはケースをかぶせておく
ケースがないとけがをしたり先をいためる

2.き りは曲げて使用してはならない。まっ

すぐにもむようにする。曲げてきりを使っ

ていると折れる。

1.ド ライバの先は鋭利にしておく,先が丸

くなったり,欠けたり,ねじれたりしてい
るものは使用中に滑って危険である。

2.ド ライバをハンマ代りに使用しない。

/j、
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ド

　

ラ

　

イ

ドライバで穴をほらない。      |
ドライバで火をいじくったり,先を加熱 |

したりすると刃先がつぶれやすくなる。

5.手で支えているものの上でドライバを使

うとすべって大けがをすることがある。

6.柄が割れたり,ゆるんだりしているもの

を用いてはいけない。

7.使用するときは,刃先を正しくみぞに合
せて,はずれないように気をつける。
8。 ドライバのみぞの幅や,長さはよく適合
したものを用いる。

1.のみは常によくといでおく必要がある。

砥ぐ時は砥石を固定し注意深く行ないとい

しを手に持ってとぐようなことをしない。

砥ぐ時に指を切断する事故が多い。

2.のみの柄は割れや,さ さくれのあるも

を使用しないこと。叩きのみには柄の尻に

鉄輪をはめること。
3.手に加工物を持ったままで突のみを使用

しないこと。

4.のみを楔やてこの代りに使用しないこと
5。 のみを体の方に向けて使わないこと。

6.のみを使用しないときはさやをかぶせて

保管すること。

7.のみを使用するとき刃先を手前に向けて

作業すると刃先がすべってけがをすること

がある。

1.かんなは常によくといでおくこと,砥 ぐ
とき砥石を固定し注意深く行なわないと

がすべって指をけがすることがある。

2.ょ く切れないかんなでは無理に力を

がちで,力が入っているためすべって指を
けがすること力`多い。

3.刃を台からぬくとき人さし指を刃頭に

けてつちで台がしらをたたいて抜くように

する。指をあてないでいると刃のぬけてい

くのがわからず落してけがをすることがあ

る。

4.かんなの刃をとぐとき手前にひきすぎて

刃先が砥石の面からはずれ刃先がコンクリ

ートにふれて刃を欠くことがある。

1.の こは,荒 日,細 目の別がある。またた
てびきのこと横びきのこがあるので用途に

応じて使用する。

2.ひき初めには左手のゆびを案内してひき
ひき口をつけたら手を危険な部分からさけ
て切断する。左手の位置が悪かったり,無
理な力を入れて押しつけて切ったりすると

(2)木工機械の安全

木工機械は木材加工用の手工具の性能を発展させ,

正しく,速く,美しく,作業を行ない能率性,経済性
量産性を高めたものでありその性能の上から{1)切断す

るもの (2)けずるもの (3)穴あけするもの (4)その他

がある。

木工機械においては刃物が高速回転し材料を移動し

ながら加工するが,金属加工関係の機械にあっては,

木工機械と逆に材料が動いて刃物を静かに接近して加

工するものが多い。そこで木工機械は金工機械に比較

して,災害発生率が高く,又けがの程度も大きい。

そこで木工機械の使用にあたっては,安全管理と安

全教育を徹底させることが極めて大切である。木工機

械の中で広く中学校で設備されている ①糸のこ盤
②丸のこ盤 ③手押しかんな盤 ④自動かんな盤 ⑤
角のみ盤について述べることにする。

C 糸のこ盤
糸のこ盤は危険性の少ないもので,けがをすること

は極めて少いのであるが,あまり前かがみになり使用

していると,の こが切れたり,はずれたりしたときは

ね上がり,日や顔面をけがすることがある。

そこで,事故を防ぐためには′点検を確実にし,正し
い方法で作業をすることが大切である。その留意点を

挙げると次の通りである。

い

ベル トカバーはついているか。 (小型であ

ってもベルトに巻かれるとやはり相当の災

害を受けるので必ずカバーをつけておく)

電動機のある糸のこ盤はアース線はついて

いるか。 (ア ース線がないと漏電したとき

感電事故を起すことがある)

糸のこの刃は,下向きで手前に向けて確実
にとりつけられているか。(取 り付けが不確

実だと,はねて顔面をけがすることもある)

|。 切断しようとする材料に,く ぎ,砂,ゆる
んだふしはないか。左のものがついていた

ら取のぞいて作業をする。

切断しようとする材料の下面は平らになっ

ているか。 (平でないと切断作業中振動が

ひどい)

料

|こ

つ

]°

の

い」

ぎ

り

燎
′点|に



― 一 ― 実 践 的 研 究
。糸のこの刃は切断する材料に適したものを

|

取りつける。 (軟材用…目の荒いもの 硬
材用…目の細いもの)
。切断作業中は振動しないよう,両手でしっ|

かりおさえておく。          |
。けがきけい線の上に手をおいたり,あまり|

前かがみになり, アームに顔を近づけては'

いけない。              |
。切断の最初は,材料をゆっくり送る。  |
。切断するとき,送 り速度を急いではならな

|

じl_I:|:::じ ,く ::り:i:3:];iLElil、 ::::|

にする。               |
。切断の方向を急に変えると,糸のこの刃を

|

誓〔9暮韓ΥttЯさ4勇百ξ塞士:F'ゆ
|

。のこぎりくずを吹きはらうときあまり顔を
|

近づけると危険である。 (の こくずが目に|

入ったり,ア ームで顔をたたかれるc  l

② 丸のこ盤
丸のこ盤は,木工機械の中で事故発生率の最も高い

機械であり,事故防止に万全の策を立てなければなら

ない。事故の事例を分析してみると丸のこ盤の事故は

二つに大別できる。その一つは刃にふれて起す事故で

もう一つは,材料がのこの刃ではねられて起きる事故
である。そこで ①接触防止のためには,C安全カバ
ーをつけたり ○治具を使用したり O切 りくずをは
らいのけるときは,ほ うき又はぶらしを使用させるこ

とにより防止する。②反ばつ防止のためには,a割刃
を取りつけるのがよい。更に機械操作前には点検を確

実にし,正しい作業を行なうことが大切である。以下,

点検と作業上の留意点について説明することにする。

トランプ,ベル トカバー,丸のこ
|

アース線,割刃等について点検す |

。丸のこの取りつけが偏′と、していると,波 う|

って回転し,又主軸のフランジのしめつけ
|

や調整が不充分であると,丸のこが横にふ|
れて負傷の原因となるので,主軸を手でま

|

わして,正しく回転するかどうか点検する|
。みぞ板が,テーブルより高すぎても低すぎ

|

涯なΥ:雀〔旗[Eil黛墨手言Iの
もと

|°「〔[i:::::ぢ][::][ξ :ビ
|

。丸のこの刃の振れにはたて振れと横ぶれが 1

作

業

上

の

留

意

点

。パイロッ

カバー,

る。

機

械
　
に
　
つ
　
い
　
て

あるので始動して点検する。
。回転中に異状音は出ないか点検する。 (異

状音が出るときは止めて故障をなおす )

。ゆるんだふし, くぎ,砂等はついてないカ
点検する。 (ゆ るんだふしを切断するとふ

壕r｀FtFttζ察:弯舅凛::F力i魯『?|
ぎや砂等は丸のこの刃をいためる)

材料がそったり,ね じれたりしているもの

は,テ ーブルに密着させることができない

ので,振動したり,すべったりするので切

断しないがよいc

中
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けるとかんなの刃に手がふれて危険性があ
|

る)                       |
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実 践 的 研 究

―

りもせまい板材のこばを

かならずそれに適した安

作

業

機

材

を

防

Ｃ

　

械

料

し

の

ｒ
ｌ

。板材のこばをけずるときには,板材を案内
定規に密着させて,右手の親指でおさえ,
ほかの 4本の指を,案内定規の外側にそら
て移動させる。
0案内定規の高さよ

けずるときには,

全具を使 う。
。始動スイッチを入れるときには,まわりを
見まわして合図をする。
。一定の回転速度になってから材料を送りこ

み,なめらかに送る.
。けずりそこなった場合でも,けずりなおそ
うとして,材料を途中でもどしてはいけな
い。 (けずっているときは,かんなの刃の
回転方向に向かって材料を送っているので

送る力をゆるめると,材料はかんなの刃の
ため反撥されて危険である)
。材料を送っていき,左手が刃日の上に近づ

占

立思

C 自動かんな盤
自動かんな盤は,丸のこ盤や,手押しかんな盤ほど
事故発生率は高くないが,し かし,油断できない機械|

である。出てくるかんなくずを取ろうとして手を出し

たり,材料を送っているとき手がすべって不具者にな
った事例は多いT

。パイロットランブ,ベル トヵバ_,接地
|

:[:|:::[[:]「
Fttξ確落i(婚

|

liζ
πぶ生言T鼻源I省魚:嘗旗手乞「

II

機

械

に

つ

い

て

。始動して,回転音がすえでいるかを点検
|

りして,ク
正しく動作

・ クラッチを入れたり,切 った
ラッチや送 りこみローラが ,

するかを点検する.

・材料を′点検し, くぎ,砂,そのほかのよ
ごれを取 りのぞく.

|。
送 りこみローラ,送 りだしローラのセンタ

1 間の距離より短い材料 (約300m m以下)を
けずってはいけない。 (材料が短かくて三
つのローラの中に入ってしまうと,送 り出|
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作

業

上

留

意

占
ヽ

£襲なユどな,涙璽遊T‡Tlな奪曇;ム |

み側に飛び出してくる。        |。
「慮rmm肝笏料乞けずっ川
。けずる材料の厚さによって,テ ーブルと送 |

りこみローラの間隔を調節し,けずりしろ
|

が lmm以下になるようにする。    |
°

で言『 曇募だ暮賃[1)｀ふ撃,92:晶 ξ
l

する。

こみレバーに加える力を軽くする。
。空気の噴出装置(送風管)の ないものでは,

木くずをブラシで取るか,押しこみレバー

を上げて,吹きはらう。
。木くずを吹きはらうときには,角のみにあ
まり顔を近づけてはいけない。

・作業中,材料が,押しつけ板,案内定規の

接触面と密着しているかたえず点検する。

・角のみの木くず排出日がつまったときには

始動スイッチを切って回転を止め,き りを

はずして取る。            |
°

撃象「 L五頚危1lif、 iT危墓喜阜::ま
|

作

業

上

の

′思

占

手をはなして,ク ラッチがすぐ操作できる
|

(4)金工機械の安全

T 卓上ボール盤

キ2F,自
動かんな盤の右側に立って作業

|

をする。
。材料を無理におしこんではいけない。
。材料を,送 りだし倶1からむりに引いてはい
けない。
。けずりしろの調節は,材料をけずっている
間に行なってはいけない。

。始動して,主軸の回転状態を点検する。
・ 空気の噴出装置 (送風管)が,正しく動作
するかを点検する。

。材料を′点検し, くぎ,砂,そのほかのよ
ごれを取 り除く。

。押しつけハンドルによって,材料を,押し
つけ板と案内定規の間に確実に固定する。
。角のみが材料に穴をあけはじめたら,押 し

パイロットランプ,ベル ト

などを点検する。

テーブルの高さをきめて固定し,テ ーブル

が, コラムに確実に固定されているかを点

検する。

・送リハンドルを操作して,主軸が円滑に

下するかを,点検する。
。チャックハンドルを使って, ドリル, ドリ

ルチャックに確実にとりつける。

チャックハンドルは,使用後,す ぐにとり

はずす。

手まわしして,と りつけたドリルが振(ふ )

れていないかを′点検する。

始動スイッチを入れ,主軸の回転状態を′点

検する。

材料の穴あけするセンタに,ポ ンチが打っ
てあるかをしらべる。
。材料を機械万力やクランプなどで保持して

テーブルにしっかり固定する。
。ベルトが,作業に適した回転数になるよう
に,かかっているかを点検する。 .
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・ 送 リハンドルを操作して ,

穴をあけはじめたら,送 り
る力を軽くする。

穴あけ部に,切削剤をあたえるときには,
かならず柄の長いブラシを使う。

作業中,切 りくずが,顔や手に当たらない
ように注意する。
。作業中,切 りくずをはらうには,かなら
ブラシを使う。
。固定してある材料が,穴あけ中にゆるんだ
り, ドリルによってふりまわされたりした

ルが材料に

ドルにカロえ

作

業

上

の

留

意

点

い

て

⑤ 角のみ盤
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。材料や切りくずは,回転を止めてからかた
づける。

(② 両頭型研削盤

。パイロットランプ,接地線などを′点検する
。といし車を点検し,ひびや割れがないかを
よく確かめる。
。といしおおいと防じん板の状態を点検する
。手まわしして, といし車が正しく回転する

かを点検する。

・刃物受けの高さが, といし車の中′いの高さ

より低くないかを点検する。

といし車に対して,刃物受けが,間隔2
3mmに ,確実に固定してあるかを点検
る。

始動して, といし車が円滑に回転するかを

点検する。

。手でしっかり持てず,

てることができないよ

てはいけない。

刃物受けに正しく

うな材料は,けずっ

。かたくてもろい材料は,粒度の細かいとい
し車で,やわらかでねばりのある材料は,
粒度の荒いといし車でとぐ。
。といし車の外周に直面しないように,

に立って作業する。
。まわりの安全を確認して,始動スイッ
入れる。
。といし車が,一定の回転速度になるまで,
材料を当ててはいけない。
。材料は手でしっかり持ち,刃物受けに正し
く当てる。
。材料は,と いし車に対して,均一な力でお
しつける。

けずるときには,と いし車の外周を使い

絶対に側面を使ってはいけない。

③ 旋 盤

パイロットランプ,ベル ト

などを
`点
検する。

接地線

。主軸 (チ ャックまたは回し板)を手でまわ
して,正しく回転するかを点検する。
。往復台の手送リハンドルを動かしてみて,・

円滑に動作するか|ま た必要なところに往
復台が固定できるかを′点検する。
。工具送り台とよこ送り台の手送リハンドル

を動かしてみて,円滑に動作するかを
`点
検

バイ トが,刃物台に正しくと
いるかを確かめる。

刃物台しめつけハンドルが ,

れているかを確かめる。

ら,すぐはなれる。ただし,危険なく
るならば,ス イッチを切る。

する。
。始動スイッチを入れ,主軸の回転状態を′点
検する。

。材料の材質と仕事の内容を考えて,用意さ
れたバイトが適切かを確かめる。
。材料,バイト,削 り速度の関係から,主
が,作業に適した回転数になるかを確かめ
る。

〔センタ仕事〕
。材料を,回 し金に確実に固定する。
。心押し台が,ベ ッドに確実に固定されてい

るかを点検する。
。心押し軸が,正 しく固定されているかを

`点

検する。

〔チャック仕事〕
。材料をチャックに確実に固定する。
●チャックハンドルは,使用後,すぐにとり
はずす。

チャックまたは回し板を手でまわして ,

料が正しくとりつけられているかを点検

る。

i]|

|

供
と

材
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作

　

　

　

業
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りつけられて

確実に固定さ
作

　
業

　
上

留

　

意

片側

チを

。回転中の材料や,チ ャック,回し金などに

手を近づけてはいけないc
。切削中は,バイトの送り速度を一定に保ち

切りこみ量を変えないようにする。
。切削剤を材料の切削面にあたえるばあいに

は,かならずブラシを使 う。
。作業中,切 りくずが,顔や手に当たらない
ように注意する。

・作業中,切 りくずをはらうには,かなら
ブラシを使 う。

。材料の寸法測定は,かならず回転を止めて

行な う。

チャックのつめや回し金に,バイ トや ,
具送り台などがふれないように注意する。

止まリセンタで材料をささえているときに

は,つねに止まリセンタのおしぐあいに
意する。

(3)安全を重んじた実習指導の方法

技術・家庭科における事故の原因は,物的原因によ

るもの (道具や機械)と ,人的原因によるもの (生徒
の不注意), 人的原因と物的原因が重なって起るもの

がある。

い

　

て

上

の

い

て
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技術・家庭科の廃疾事故の事例を学校安全会の統計

によってみると,物的原因 (道具や機械)に よるもの

は非常に少く (僅か, 1,2件にすぎない),人的原因

(生徒の不注意)に よるものが圧任1的に多い。人的原

因によって起る事故は安全教育を徹底させることによ

ってある程度防止できるし,物的原因によって起るも

のについては安全管理を徹底させることによって防止

しなければならない。

私は3カ年安全教育を実践する中で結論として考え

ていることは「幾何学に王道なし」「教育に特効薬は

ない」ということである。若し特効薬があるとすれば

それは地道な毎日の実践の積み上げあるのみである。

この事は安全教育にも通ずることである。災害の事例

を見ると重大事故は,ち ょっとした心のゆるなから起

きているのであり,生徒に心のゆるみを起こさせては

ならない。私はこの事をよく考え実習指導において細

心の注意をはらい,実習の各段階に応じて安全指導を

徹底して行かなければならないと考えている。

次にあげる表は私が実習の各段階において実践して

いる安全教育の一試みである。

<安全教育を重視した実習指導>

学 習 活 動 指導上の留意点

・学習指導が円滑

・実習に必要な用具や教材

を準備する。

・生徒は学習用具を忘れな

いようにする。

・刃物は,よ くといで作業

能率があがるようにして

おく。

②

計

画

・学習意欲をかんl。

きし本時の作業
|

目標を確認する
|

・機械や工具の使
|

用法を理解する o

|  

し

1
講義,話しい合,実演 ,

図示,実験その他により

本時の学習目標を明確に

確認させる。

工程表によって安全で

③
　
占
　ヽ
検

・本時の作業計画1 率的な作業計画を立てる

を立てる

の性能,を理解させる。
・安全作業について充分指

導する。

・
購城iの1
mttη

特に危険性のある木工機

・ 体の調子の悪い生徒,服

装のよくない生徒はいな

いか調べる。

|

C

実

従

る

に

す

画

を

計

習

の

実

時

て

本
　
つ

教師も生徒も充

分準備する。
習

・
i募[覆写写含Fl碁露

|・
:lil倶
霜慮t漁整備

なう。

グループで協力して実習

を進めるよう指導する。

教師が充分手のまわりか

ねる作業や,指導表を

用するがよいと思われる

ものには作業指導表を

成し生徒に持たせる。・教師は授業の展開に必要

な計画を立てる。

・教師は,その実習に必要

な用具や一切の資料を準

備する。

・すぐに運転できるよう工

習
の
反
省

・本時の実習で困

った点を発表す

る。

指導しなければならない
|

誓香ζ倉曇旨彗雇Li彎
|

械を使用するときは必



|・ 終業前10分笛で予鈴をし

教師は実習後清掃係と共

に最後にもう一度′点検し

実習室から最後に出るよ

うにする。

以上の表の中でアンダーラインをしているところは

実習の各段階において特に安全指導を徹底すべき場を

示したが,更に指導上留意すべき点をあげてみると次

のような点であろう。

(① 安全教育の内容を教育計画の中におりこんで全生
徒に徹底するよう指導する。

各郡市で作成されたカリキュラムを見ると安全教

育プログラムに指導時間をとっておりこんでいるも

のは非常に少い。もしあったにしても不 完 全 であ

る。技術 0家庭科における安全教育は安全標語や安

全ポスターを教室にはることによって終るものでは

なく,叉その場限 りの思いつきでもいけない。何を

どこで,どんな方法で教えるか,指導要領には具体

的に示してはなくても「安全教育指導計画の中に位

置づける」ことは極めて大切なことであり文部省の

鈴木先生もこのことを強調されている。

'② 事故をおこしやすい生徒を事前にマークし,lEl別
指導を徹底する。

私たちの教える生徒の中には知能の低い子,身体

的欠陥のある子,注意散限な子,冒険好みの子……
:等事故を起しやすい素質をそなえたいわゆる安全指

導上の問題児が各クラスに数人は必ずいるものであ

る。技術・家庭科教師は知能テス ト,性格テスト,ク

レペ リン検査,身体検査等を有効に使い問題児の識

別を行ない危険度の高い実習においては個別指導を

徹底させると共に極端な生徒については機械の使用

を禁止するなど適切な処置をしなければならない。

(Э 実習班の編成にあたっては問題児がグループに集
まらないように配慮する。

実習にあたっては, 1ク ラスを 5～ 6班編成とし

て実習させることが多いが,実習グループの編成に

あたっては安全係を設けると共に問題児が幾人も 1

グループに集まることのないよ

3 安全テストを実施しそのテス

み機械の使用を許す。

安全教育を行ない指導したのだから知っているだ

ろうと考え機械を使わせるの|ま危険である。私は指

導した内容をテスト問題とし60点以_ヒ とらなければ

機械の使用を許可しない事にしている。文部省鈴木

先生が作成された工作機械の安全テキストは最もす

ぐれたものと言えよう。私も近くこれを採用しよう

と考えている。更に実施した安全テストの答案は若

し万一の場合の資料として保管すべきである。

⑤ 安全教育の学習指導にあたっては単なる教師の説
明のみでなく実演,映画,幻燈,等できる限り多角

的な指導の方法をとり入れるのがよい。

⑥ 機械を使い実習させる前にはど、ずり点検をすること
この点検を忘れたり,お こたったりすると思いがけ

ない事故がおこるものである。

Э 事故防止には治具と安全装置が必要である。これ
を正しく使用する習慣を養っておくことは極めて大

切なことである。

4 研究の反省と残された問題
今後この研究を毎日の授業実践の中に生かし教え子

の中から一人のけが人も出さないよう努力して行きた

いと考えている。しかし,事故は予期しないときにや

ってくるのである。「実習中生徒がけがをしないだろ

うか」という′心配は技術科教師として職を奉じ教壇に

立つ限り永遠に続くことであろう。今後安全確保のた

めに各種の治具を製作すると同時に,教科書の中に,

安全に関することが殆んどないので生徒のための安全

テキストを編集し,更に研究を深め安全教育を徹底し

ていくと共に,けがをしようにもけがのできないくら

いの安全性の高い機械をメーカーと一体の中で作り出

していけないものだろうか………これは実習機械を製作

しているメーカーとそれを使って教育をしているわれ

われ現場教師に課せられた今後の課題であろう。

現在技術 0家庭科の時間には 2組を男女別に合併し

50名以上の生徒がひしめき合いながら実習しており,

これを教える教師は24～29時間と多くの授業を受持ち

疲れきっている。又15.8%がェ業専攻で他の技術科教

師は農業や商業をかって専攻したものである。このよ

うな現状は,安全教育という面からみても,重大な問

題である。現場教師のひとりとして,今後このような

現状の改善のため努力したい。

(福岡県柳川市立昭代中学校)
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食生活の合理化を目ざす基礎的

調理学習の指導について

生活のあらゆる面に,技術革新の目ざましい進歩が

具体的にその恩恵を及ぼし,したがって生活様式も変

化してきている今は,食生活の面においても近ごろの

日本人の食物は,肉や卵,平 Lな どもふえ洋風化してき

ている。国民栄養調査の結果にもこの点は示されてい

て,消費の推移からみても,10年前に比べてみて,動

物性食品は約 5割余も増加し,肉類は 2.8倍近くもふ

えていることなどから,所得の増加とともに,栄養に

ついての関心も高くなつたかとも思われる。また食事

のしかたの変化が大きく,外食による消費率が増加し,

食料支出の10パ ーセントも越えるほどである。 これ
は学校給食の普及の他に,勤労者が工場や事業所など

で集団給食による弁当が増加したことや,なお一般勤

め人の,町の食堂やデパートの食堂を利用することな

ど手弁当をもつ代わりの外食依存が増加したことによ

るのである。以上のことだけからみても,食生活が合

理化されてよろこぶべき状態かというと,決 してその

ように楽観することはできない。学校給食やその他の

集団給食施設では,栄養士がいて栄養管理がされてい

ることもあり,給食の献立や栄養価を報告する義務が

法にきめられているので,栄養上安心もできるという

ことが一応考えられるが,経済上や人手の制約などか

らも栄養上の満足も望めない問題や,食味も,価格の

制限でまずいという欠かんもある。その他の外食では

ほとんどが栄養的にみて欠かんのあるものが多く,ま

ず食べる人も栄養のことより味や嗜好の方を先立て,

また腹ふさぎに食事をする,安 くて満腹できればまず

ょいとして,三度のうち 1回または 2回～ 3回 までも

その外食に依存する下宿住まいの学生や勤め人もそう

とう多いことに注意する必要がある。運動量・活動力

の激しい若者が,長期間にわたって栄養のアンバラン

スの食事をしたため,ついに思いがけない病気となっ

た苦い経験を,息子二人について味わい,一層この点
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村

(1)

野 レゝけ

について考えさせられるわけである。

外食の問題ばかりでなく,一般の家庭の食生活は,

はたして,栄養調査の数字で示されたものから,栄養

や食品の知識が普及され,よ い食事づくりができてい

るものと考えられるか, というと,私は,否 といいた

い。たしかに食糧は豊かに,食品の種類も多く,加工

品も進歩し,イ ンスタント食品類も発達して便利にな

っている。空腹をかかえたり,欠食児童はなくなつて

きているが,私の知る範囲において,一般に生徒たち

の弁当の実態や,生徒たちが話す,自分たちの家の食

事についての問題点,批判,反省などから考えても,

身辺の知人たち,仲間たちの日常会話,八百屋,魚や

の店先で買物中の主婦たちの会話などからも,私にヤi

10年以前と大した変化や進歩が食生活の栄養的な面に

認められないのである。物価高という大きな影響は見

のがせないけれども,それとともに,やはり,栄養上

の基礎知識と,調理手法の基礎知識 。技術についての

未熟が,毎 日の食事や,おかずを作ることに,栄養的:

なバランスをとることができず,漫然と,思いつき買

いをして,イ ンスタント食品,既製品のおかずに依存

し (用 いようでは有効であるが)て しまうことになる

のではないかと思う。

働く母親のふえた家庭で,食事ごしらえに時間をか

けられないという事実もまた多いけれども,献立をつ

くり,計画的に食生活をしている家庭はごく数えるほ

どである。テレビの料理番組|よ視聴率が多いときくが,

働く母親|まそれを見る時間|ま家にいない。もし見るこ

とがあつても,その料理は,毎 日のおかずにそのまま

利用されることは少ないであろう。美しい料理カード

の華やかな写真版が,ベストセラーになったがこれら

は,なお,毎 日の忙がしい朝昼晩のおかず作りには,

縁がとおいようだ。ではどうしたら,一般のふつうの

生活に役立つ調理が身につくであろうか。
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日本の国をより繁栄させるために,政府はこのとこ

ろ,人づくりを盛んに提唱し,道徳教育を熱心にすす

め, またこのごろは,学校教育だけではいけない,家庭

教育もたいせつだからとして,母親は,外に出て働く
ことをやめて家庭に帰ることも必要であるといわれる

が,これらは,どれも,良いことであるにしても,私

は, これは片手落ちだと思う。いずれも,精神的な面
の人づくりであるが,これより先に私は,体づくりに

も,も っと力を入れてはしいと思う。たとえば,給食
についても,まだまだ義務教育の中学校はもとより,

小学校にも全部にゆきわたっていないことであるし,

先にあげた,町に無数にある食堂や食事提供機関につ

いても衛生面の監督以外に,栄養面の,積極的な指導

や監督がなされたら, 日本人の体位の向上は,昭和45

年を目標にした,栄養基準量や食料構成基準をPRし
ていくことによるより,も つと早く,高い増進率を示

してくると思うのである。

オリンピックを迎えるに当たって,初めて,ホ テル

や選手村の食事について,きわめて栄養科学的に,研

究的に,選手たちの運動量を考慮したり,栄養満点の
バランスのとれた食事献立を提供することについて力

を入れているとのことで,大へん結構なことだと思い

この経験が,オ リンピックが終了して後も,生かされ

て,公共だけでなく,広範囲の食事提供面へも配慮さ

れてはしいとねがうわけである。食べものをつくる側

の親切な愛情をまず改善化のため求めたいが,ま た一

方には,自分で食べる者が,自分の体の健康維持のた

め,よ く栄養の質や量を考えて食べる習慣をもつこと

いいかえれば,自分の体をたいせつにして,つ くり保
つ, という点の正しい認識が必要だと思う。

さてここからが,教育の立場で標題の本論に入るわ

けだが,ア メリカなど合理主義の国では, とにかく,

一人分の食べものの.肉,卵,魚 ,野菜などの分量が

標準化されていて,人々は習慣的にその一人分を心得
ているから,容易に,その必要なバランスよい食物を

食べていくことになるという。これは,食物教育もよ

くゆきとどいていると考えられるのである。

社会的な食生活合理化や改善化を考えることも急務

であろうが,学校教育においては, どう食物学習を指

導したらよいかということについて,私は長年家庭科
のこの分野の学習指導に当つて,考え実践してきた方
法の一端をのべて, とくに中学校程度の教科の中での

試みについて,提案し,多 くの批判と教示を得たい。
中学校の食物指導の終局目標は,献立作成ができて

その献立の調理が実際に作れるということにあろうc

そして,それを日常生活に実践し科学的な食生活をし

ようとする習慣 0意欲をもたせることにあると思う。

献立作成という目標をおき,中学校の食物学習を指

導要領に示されている基準を考慮しながら系統立て,

指導計画を立てて実践してきた。これらの内容につい

ての詳細は,追 ってのべるが,次にその試みの概要を

あ|ザると次のようなことである。

I 食物学習の目標を立てる (「献立」とは何か。)
毎日の食生活が,健康を左右するもっとも直接的な

影響をもつものであるから, 日常の食事の食品につい

て正しく知りよく選んで,必要な食品を必要な分量だ

け使って食事に作ることができなければならない。

衣服のように既製品の利用ですべてが間に合い,安
く上がるということは,食生活では望めないし,そ う
した場合に数多い支障が起きてくる。三度三度の食事

をインスタントラーメン式のものですましたり,仕出
し屋,店屋もので過ごしたなら,栄養のバランスもと

れないばかりか,不経済で,食欲も満足しなくなる。

「家庭の味」「母の味」が恋しくなる人間の自然の嗜

好感覚を,無視することはできないし,これは大切に

してもよいことだと思う。「料理は愛なり」というこ

とを聞いたが,わたくしもこれは実感としてうなづけ
るものである。しかし嗜好としての価値だけでなく,こ

の家庭の料理が,愛情であるといわれるにふさわしい

条件が備わらねばならないと思う。そこで献立とは何

か,を定義すれば,次のことがいえる。献立の説明に

先立ち,栄養とは何か, ともっとも基礎的な常識化さ
れていることの定義から究明していけばよいと思う。

栄養とは,成長期にある者がじゆうぶんに成長を と

げ,健康を保ち,成人は健康でじゆぶん活動をつづけ
その消耗するエネルギーを補い,老年期の者は天寿を
全うするに必要な成分を摂取することが,栄養をとる
ということだといえよう。この栄養のバランスを考え

て食事の計画をするとともに,実際に,材料を整えて
日に入れるまでの手段が実行できること,つ まり調理
するに|ま ,いろいろの条件が必要となる。
献立とは,料理の品日,取 り合わせ,と いうことに
なろうが,食べる人の年令・性別 。活動に応じ,必要
な種類とその分量を,条件・嗜好 。経済などを考え合
わせて食品を選び,調和のとれた組み合わせの料理を
つくることであろう。これは,さ まざまな条件のから
まり合った人と人の共同体,家庭の中でのなかなかた
いへんな,し ごとであるし,だいじなこ とであ る。

「衣は 1代」「食は末代」ともきいた。このだいじな
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献立が作成できれば,食物学習の終局のねらいが果た

されたことになる。それはさらに,生活の変化に応じ

たアクセントが加味されても,転移応用されてその場

にふさわしいものにくふうできれば,たのしい,豊か

な食生活になるのである。

中学校での食物学習は,以上のすじ道をたどればよ

いと思う。そこで指導要領に示されたものをみると,

学年ごとの目標がおよそ立てられていて,身近かな自

分のことからはじめて,家族のこと,次に特殊な場合

社会生活にまでおよばして食物学習を進めている。こ

の点は実際的であるが,こ の学習のすすめ方の効果的

な定着をねらって, くふうしたことを次にあlザてみる

Il 献立作成のために必要な基礎知識を押える

1 青少年期に必要な栄養素とそのはたらき。(知識)
スライド利用,掛図の他, 6つの基礎食品図表を教

具,資料として用いるが,生徒に, 6つの基礎食品を

徹底させるために,各 自の家庭の台所に貼るためとし

て, 6つの基礎食品表を八ツ切画用紙にかかせた。

見るだけ,読むだけでなく,か くことによりよく覚

えることがわかった。形や色を美しく画くことに目標

をおくのではなく,群別の食品の栄養素の特徴と|また

らきの関連がよくわかるのであるЭ

2 食品の組み合わせかたができる (技能)
この技能は, 6つの基礎食品表を書いたから,それ

で,す ぐできるということにはならない。次にあげる

基礎知識の確実なうらづけがなくてはならないっ

1・ 栄養所要量 2.食品の栄養的特質 3.食 品
の種類 4.食品の群別摂取量のめやす
これらの理解のためにどうしたかというと,や |ま り

視覚に訴えるほうが,生徒たちにはわかりやすい。そ

れも,数字の表ではなく,グ ラフでもない。具体的な

食べものの絵による,(実物ならなおよいわけだが,
数多い食品から選んで実物を用意することは,経済的
にもできない。)実 物については,調理と関連させ,
実習に際して,よ く理解し感覚に訴えて,見たり,ふ

れたりするし,計量も実測させるチャンスをのがさな
いことである⊃

3 食べものの絵 (ビ クチェアフード)に よる理解Э
昭和28年 ,当時文部省の山本キク先生が,ア メリヵ

に視察に出かけられてのニュースに,ア メリカで|ま視

覚教育が進んでいて,栄養素の理解のためにフードピ

クチャーというものを利用しているということを話さ

れたらその実物についてくわしく|ま聞くことができな

かったがそのことを,当時静岡県の指導主事金原先生

から聞いたことをヒントにして,考えて作ったもので

ある。フードピクチャーを作って,それを利用 した

ら,生徒|ま興味をもち,食品の栄養的特徴をとらえる・

のが容易であったようだcそれから自信を得て,も っ

と具体的に,料理に作られたもの|こついての,栄養素

の特徴・栄養価について早くわかるものが必要だと考

えてつくったのが調理のカードである。それは,調理

の手順表ではないこ料理の実物を絵に表わし,その材

料表と栄養素 (ど タミン,たんばく質,Caな ど)熱
量と主な有効成分を記入したものであるっごく基礎的

な,中学校の生徒に作成できる。教材列のていどの20

種位のカードである。食品のカードは,実物大の目や

す量と栄養の特徴を示したものである。

二者は,食品成分分析表を読んでも分かりにくい数

字に弱い生徒にもよく理解されたようである。

4 青少年期の献立を立てたり,家族の献立を立てる
ことができる.

この技能を習得するたうにくふうした教具は,

食品群別摂取量のめやすを,自分に必要な食品の具

体的分量で分からせることと,その応用が容易にでき

るためのくふうこそれを自分の家族にまで広げること

にした円形カードである。これは家族 1日 の必要めや

す量の表であるこそれと組み合わせて,食品群別食品
//Dl日 分と等分量を示す円形面積をかく。これにより

1食分に使いたい食品が容易にわかるので献立計画に

も買物計画にも利用できる。なおこれの実際化のため

食品別に調理の種類を記入しておく,こ れも基礎的の

料理手法で,中学生が3カ 年で学習する手法の料理と

少しの応用である。

①食品カードと,0料 理カー ド,は指導用に用いて

3家族摂取めやす表と, ]食 品群別の調理法カードは

生徒各自に作成させて,献立作成の学習と家庭に利用

できるものにするこ

このフードピクチュア利用と,カ ード利用による授

業展開の詳細, ビクチニアフー ドの説明は次回にのベ

ることにする。この教具は印刷して組み合わせ,希望

する人にも利用できるように分けられるようにしたい

と層、っている。

イθ



技 術 科 の 実 践 か ら (2)

一―このような指導がよいのだろうか―一

1 線は 2点間を結ぶもの一―子どもの′心理と行動
製作図を作図する前に,製図用紙に輪かく線をかく

授業を参観した。

教師によって,製作図面の輪かく線の意義が説明さ
れ,紙のふちから,それぞれ10m mぐ らいの幅で輪か
く線をかくことが指示された。教師は,こ の指導で,

デバイダの使いかたの指導を予定していたらしく,生

徒にデバイダと物さしを使って,デバイダに10m mを

とらせる方法を指導した。

こうした指導ののち,T定規は,紙を固定したとき
にものべたように,平行線が引けるから,紙のふちか
ら10m mの模様を引くには,デバイダで 1′点aを とれ
ばよいとの説明がなされて,教師は,生徒に作業を命
じた。ところが,生徒が作業しはじめたのを見ると,
大多数が,デバイダで,2点をとって,横線をT定規
で引いている。生徒にとって,これまでの長い学校生

活で, とくに数学などの授業のさいに,横線を引くに

は, 2`点を結ぶという′い理と行動が定着している。だ

から,T定規を使って製図用紙を固定した前授業時間

に,T定規と製図板との関係で,T定規は,製図用紙
の_L下のふちに平行であることを教師に説明されて知

っていても,ま た,デバイダで 1点だけ取ればよいと
いう教師の説明を聞いても,生徒は指導されたとおり
の作業をしない。どのような効果的な指導をおこなっ

たら,生徒は,T定規と製図板,紙 とデバイダの関係
を理解し行動するようになるのだろうか。また, “技
術"では,労 lS」対象へ労働用具を使って働きかけると

き,いつも条件を考えて,よ り効率的な作業をおこな
うことができることを理解し,いろいろな技術に取り

くむような思考形式や態度を生徒に養うには,以上の

ような輪かく線かきといった具体的な授業の過程で,

どのような指導をしたら,効果的なのだろうか。

2 けがき線を正しく引く―一子どもの′心理と行動
丸のこ盤操作の授業でのことである。のこ盤による

切断法について,(ま じめての生徒に教師が演示して指

導している。教科書や指導法にかかれているような操

作法一般を,演示しながら生徒に知らせていく。教師
は,丸のこ盤の危険性を知っているので,何回もくり

かえし演示しながら,生徒に操作法をのみこませよう
と努力した。そののち, 2～ 3名の生徒が,教師の監

視のもとに,作業をはじめることになった。
そのうち 1人の生徒は,たてびき定規と丸のこ刃,

/製
図板

製図板



加工材のけがき線とを調整して,ひきこみをはじめた

のに,たてびき定規面への加工材のおしつけがうまく

ゆかずに丸のこ刃のくいこみがけがき線をはずれたc

テーブル

九の二刃

たてひき定規

けがき線のはずれを意識した生徒は, とたんに加工

材を左手で右へおそうとした。教師がそばについてい

て,大きな声を出したから,災害がおこらなかったも
のの,見学していて,ハ ッとした場面に遭遇した。

生徒にとっては,けがき線を正しく引くという意識

は,手工具による工作で徹底していて,それがずれた

ため,それをなおそうとする意識がはたらいて,加工

材を無意識的に右へ押そうとしたものであろう。教師

は,おそらく,丸のこ刃にくいこんだ加工材を右へ押

すようなことは,ま さか生徒がやるとは思わずに,事

前指導はしなかったのだろう。たしかに,生徒も冷静
にそのことだけを考えれば,危険であることを知って

いるだろう。しかし,い くつかの条件がかさなりあっ

ている作業行動場面では,以上のようなことが無意識

的におこりがちである。したがって,教師は,生徒に

予沢Iさ れる,い理と行動にたえず目をむけ,事前に十分

な指導をすることが必要でなかろうか。とくに災害を

ともなう木工機械においては,こ のことがとくに重要

のように思われる。なお,本誌上にも数回にわたって

掲載されたように,労働基準法の安全規則や年少者保

護規則に違反するような木工機械は,中学校の技術教

育では,取 りあげることをやめたらと思う。

3 鉛筆のしんをクサビ形にけずるということ
製図で線引きの授業でのこと。鈴筆のしんけずりの

指導からはじまった。教科書と板書によって,線を引

く鉛筆は,し んの先をクサビ形に,文字をかく鈴筆の

しんは,円すい形にけずること,さ らにそのけずりか

たが,つぎの図のように説明された。

しかし,生徒にとって,し んをクサビ形にけずるの

は,は じめての経験,これまで鈴筆をけずるといえば

しんをとがらす (円すい形にけずる)こ とであるだけ

に,なかなかうまくいかない。全部の生徒がけずり終

るのに,約20分を要した。

42

くさびの面を定規   このように,鉛筆のしんを定

の面にびったりく   規にあてては,きれいな正し

っつけて引ける    い線が引けない

鉛筆けずりが終ると,線引き作業がおこなわれた。

生徒は, クサビ形のしんであると,定規の面にくっつ

けて引きやすいという指導は受けたが,線の引きはじ

めと引き終りの線を同じ太さにするために,クサビ形

のしんの機能をどのように考えて作業するかについて

指導がなされないため,線引きにおいてクサビ形のし

んのもつ機能を生かさないような作業になっていた。

ナイフで  紙やすりでクサビ形にとぎ,紙片でそ
けずる   の面をなめらかにする

クサビ形のしんで,かきはじめとかきおわりの線を

同じ太さにするためには,上図鈴筆の傾斜する角度C

剛
Ｗ

Ｖ



を,つぎの図で考えながら,いつもしんの
→ aノノ部で線ヲ|きするようなことにしなく

ヽヽ。

かきはじめ かきおわり

鉛筆を回しながら線をひく

(おや指に注意 )

して定着する作業過程 において,それぞれ長短があ

る。しかし,こ こでいえることは,労働用具の使いか

たには条件の変化によって,唯一の定形がないばあい

が多いということである。線引き=ク サビ形のしんと

いった定形を固定化して教えこむことは,前号ののこ

ぎりのひきはじめのばあいと同様に,技術指導として

よいのだろうか。

a部→a′部

てはならな

かきはじめとかき終りを同じ太さの線に引くには,

つぎの図のような方法も,生産現場でおこなわれてい

る。これは,ク サビ形のしんを使わず,鉛筆のしんを
ふつうの円すい形にとがらして線を引く方法である。

クサビ形のしんの線引きとちがって,鉛筆をクルクル

回しながら線を引くのである。このばあいと,前のク

サビ形のしんのばあいとをくらべると,生徒の技能と

■発明発見物語全集 <全 10巻> 板倉聖宣/大沼正則/道家達将/岩城正夫編 <国土社>

発売中

定価

各 400円

3 原子/デモクリトスから素粒子まで
4 電気/ら しん盤からテレビジョンまで
5 機械/時計からオートメーションまで
6 交通/く るまから宇宙旅行まで
7 化学/酸素ガスからナイロンまで

近刊 1 数学/ピ タゴラスから電子計算機まで
2 宇宙/コ ロンプスから人工衛星まで
8 物質/鉄からプラスチックまで
9 生物/家畜から人工生命まで
10 医学/おまじないから病気のない世界へ

ヽ



<塗料の知識>に )

塗 装 用 具 に つ い て

前まで塗料について簡単に分類・特長をのせました

ので,そ ろそろ実際の段取りから始めましよう。

刷 毛
刷毛は用具のうちでナンバーワンのものです。種類

はおどろくほど多く,大小さまざま,毛質もさまざまそ

して形もいろいろ違います。ですから刷毛を買うとき

↓ま,①塗料の種類,②塗装部分の大きさ,③その形,

に合ったものを選びます。このとき注意しなければな

らないのは安もの買いは止めること,安価で粗悪な刷
~Eは
,塗装の仕上りをきたなくしますし,また毛がぬ

けて長く使えません。それではかえって不経済という

ものです。少しぜいたくしても良いものを買い求め大

切に保管すれば長い期間使えます。それでは刷毛のよ

しあしはどのような点に注意したらよいでしょうか。

もちろん値段も一つの目安になりますが,

①よく振って指でとかしてみる,そ して毛の抜けな

いもの,毛揃いがよく,切 り毛がまじっていないもの

さわってみて手ざわりがよく,すべすべして弾力のあ

るものがいっばんによいとされています。

②届」毛の種類 (寸法は毛の部分の幅で表わします)

ベイント刷毛 調合ペイント類の塗装に使うもので
馬毛で作られた黒い刷毛です。この刷毛は毛の腰が強

く刷毛の柄と毛の部分が同じ直線でつながっているも

の,つまり真っすぐな形をした寸筒刷毛と,柄 と毛の

部分がななめになった形のもので,いわゆる筋違い届」

毛の2種類があります。大きさは寸筒で2寸, 1寸 6

分, 1寸 3分と3種類,筋違い刷毛では 3寸, 2寸 5

分, 2寸, 1寸 3分 , 1寸, 8分, 5分 , 3分 と8種

類あります。

ワニス刷毛 調合ペイント類と同じく馬毛製品です
カミ油性ワニス用にします。届J毛の腰も強く,平刷毛と

丸刷毛に分かれ,大きさは平刷毛が 3寸, 2寸 5分 ,
2寸, 1寸 5分, 1寸 2分, とあり,丸刷毛は 1寸 5

分を標準にあまり寸法に種類がない。場合によっては

ペイント刷毛で代用することもできます。

ラッカ刷毛 塗装テクニックの比較的むずかしいラ
ッカーには専用刷毛が必要です。その特長は白く,柔

らかな長い羊毛で,毛の厚みが太く,毛にたっぷり塗
料を含むことができ,しかも刷毛さばきがよいことで
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型は平刷毛と筋違刷毛で,大 きさ|ま ともに 3寸, 2寸

5分 , 2寸, 1寸 8分 , 8分などがあります。

ラック刷毛 山羊毛で形も寸法もだヽヽたいラッカー
刷毛とにています。よくしらべてみると,毛の厚みが

薄く,毛の長さが短いのがわかりますが, ラッカー刷

毛で間にあわせることができます。

水性刷毛 羊毛の平刷毛で壁塗りに使うため 4寸 ,
5寸 と大きいものがありますc利用度の高いことから

わざわざ素人用に作られたものもあります。すみずみ

をぬるにはラッカー吊」毛を併用しますc

ヘラ ひの木の板で作るもので補修用つヘラを使い
ます。塗料の下地をするとき.壁のくばみやひびわれ

にバテを埋めるのに使用しますc

うつわ 鉄製のものを避けます,ア ルマイトやホロ
ー引きのもの,ま たはガラス,七 トモノのたぐいがよ

いと思います。

マスキングテープー 塗料がついて1まい|すないとこ
ろに紙をはりつける紙粘着テープで2, 3, 4, 5分

などあります。

ベーパー 金属用ベーバー,木材用ベーパー,耐水
ベーバーがあり,それぞれ番号がついていてあらさを

示して番号が小さいほどあらくなっています。上等な

仕上げを必要とするときは耐水ベーパーを使う。この

ときは石けん水をつけてこすりますc

用具の備準がおわったならば,塗る面をよくススや
ゴミがついていないかどうかできるだけきれいに清掃

します。

木材の場合 油分や手あか, よごれ|よ百けんか,キ
ハツ油でよくふきとり乾かします。本の接着剤や糊が

表面についているときは木材用ベーバー100～ 180番 ぐ

らいのものを使っておとし,ヤ ニ|よ焼ごてやその他溶

剤でよくふきとりますc

金属の場合 油やよごれは,油やキ/ヽ ツ油でよくふ
きとり乾かし,サ ビは金属用ベーノく―の 80～ 100番 ぐ

らいのものを使用してよくとりのぞきます。

あなやひびわれ,すきま,な どの塗面のデコボコは

目止め剤 (た とえば胡粉のような)で平らに目止めし

ます。サビ止めやヤニ止め, クギの頭,本のふしは塗

り押えておきます。 (水越庸夫)
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旋盤で長円面や卵形面を切部lする装置

これまで普通の旋盤では,卵形面や長円面は切削で

きなかった。そうした切削には,な らい装置の旋盤を

使用していた。これが次の図のように,バイトを揺動

運動をさせるような偏,い機構に取りつけることによっ

て,長円面や卵形面 を切削する方法が開発されてき

ブこ。

上図で,軸は偏心子とかたく結合していて,偏′い子

は軸とともに回転する。偏′い子の回転は,軸受を経て
コンロッドを揺動させる。バイトはコンロッドに連結

してあって,コ ンロッドの揺動運動によって,バイト

が前進後退運動をして,加工材を切削する。

もし,完全な長円面を切削するばあいには,加工材

が 1回転する間に,バイトは2回往復しなくてはなら

ない。そのため,加工材の軸と偏,い子の軸とは,2:
1の歯車機構で結合しておく。また,歯車機構を 1:

1にすれば,片面だけの長円面になるし, 3:1の 比
にすれば3辺長円面が切削できる。この機構によると

ならい装置よリコストが安い。

ね じЛS規格が ISO規格ヘ

貿易自由化による輸出振興が大きな要因となって,

ねじの国内規格を,現行の」IS規格からISO(国
際標準化機構)規格に変更することが,工業技術院と

日本規格協会によって検討されている。

ねじJISは,現在ウイットねじ0ユ ニファイねじ
・ メートルねじの3種類に制定されているが,実際わ

が国で使われているねじは,ウ イットねじが大半で約
80%以上を占めているといわれている。ウイットねじ

“

は,世界で最初 (1841年)につくられたねじ規格で,

イギリス製の機械とともに世界各国に輸出されイギリ

ス製の機械で工業をおこした国は,ウ イットねじを多

く使っていて,わが国もその例外ではない。ところが

最近になって, ISOがきめた ISOね じ規格が国際

的に普及するにともない,これまでウイットねじを使

用していた国も, ISOね じ規格に切りかえるところ
がふえ,現在は ISOねじが世界の主流となってきて
いる。したがって, ISOねじ規格にないウイットね
じを主体としている日本の機械の輸出は,不利な立場

にたたされる例も多く,その面からも, 」ISのねじ

規格を ISOね じ規格にすべきであるとの意見も多か
った。

ISOのねじは,メ ートルねじとユニファイねじに
わかれているが,寸法がメートルとインチであるとい

うちがいだけで,上図のようにねじ山の角度など同じ

である。この国際規格のISOねじを使うようになれ
ば,世界中どこでも部品の補給が可能になるわけであ
る。したがって,日本においても,遠からず ISOね
じ規格にすることになっている。

さらに,超硬バイトについても, JIS規格を, I
SO規格へかえることが,検討されている。

クランクシャフ トのないエンジンの開発

これまで肉燃機関といえば,ク ランクシャフトは不

可久のものとされていた。このクランクシャフトを否

定するZ型エンジンが,開発され実用化のめどがつい

た。その構造は,つぎの図にしめすように,シ リンダ

を2つずつ直結し,ピ ストンが往復運動をすると, こ

れに接続したCおよび②が左右に運動し,こ とCの歯
車を回転させる。この④およびCの回転運動によって

歯車Cが回転し,歯車Oにつながる動力軸を回すとい

ったしくみになっている。

このエンジン (ク ランクレス・ エンジン)は,部品

が少なく,ク ランクシャフトがいらないので,これま

でのエンジンにくらべると, コストがひじょうにやす
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く生産できる。量産すれば, 4気筒のエンジンで,ツト

気量1700cc,馬力14馬力,回転数毎分1200回の容量の

ものが, 6～ 7万円のコストでできるという。

さきに本誌 (1962年 10月号)に紹介されたロータリ

ーエンジンが,ピ ストン,ク ランクを否定したエンジ

ンであったのにたいし,こ のクランクレス・エンジン

は,ク ランクだけを否定するエンジンであり,従来の

ビストン・エンジンと, ロータリーエンジンの中間を

いくものともいえよう。

炭素をふ くまない鋼一―無炭素鋼

現在,市販されている炭素鋼の引っ張り強さは, 1
cm2ぁたり約 3～ 4ト ンである。しかし,鋼鉄の理論

的な引っ張り強度は, l Cm2ぁたり約 112ト ンにもな

ると計算されているから,上の炭素鋼は,理論値の約
3%に しかならない。

現在,鋼鉄を強じんにして引っ張り強度をあげるに

は,つぎの 5つの方法がある。

①炭素を加えること

②鋼の結晶を微細化すること

③冷間圧延などによる構造変形

④硬粒子のそう入

⑤加熱急冷

日本刀の鋼鉄の引っ張り強度は l Cm2ぁたり約10ト

ンといわれ,普通鋼材の3倍以上である。ところが,

最近は,強力鋼が開発され,引 っ張り強度 lCm2ぁ た

り40ト ンという強じんな鋼鉄がつくられるようになっ

た。こうなると,鋼鉄の強度の理論値の約40%に達す
るわけである。こうした強力鋼には,ア メリカのフォ
ード社のアウスフォーム鋼,ア メリカのインターナシ

ョナ′レ・ ニッケル社のマレージング鋼,石川島幡磨重

工業の IM鋼などがある。
このうち,マ レージング鋼は,鋼鉄は炭素を添加す

れば強じんになるとい うこれまでの考えかたを否定し

て,夫素含有量をゼロにした無炭素鋼である。それは

ニッケル,コ バル ト,モ リブデンなどを25%近 くまで

ふくバ_でいる合金鋼であり,炭素は全くふくまれてい

ない。この鋼は炭素がふくまれていないので,も ろさ

がなく,加工しやすい。現在は, コストの問題や製法

の関係で用途が限られているが,そのうち量産化が始

まれば,鋼鉄材料に革命がおこるだろう。

液体衝撃加工の研究

「雨だれ岩をもうがつ」ということわざがあるよう

に,雨滴も長い年月のうちに,岩に穴をあけることが

できる。年月をかけないで,高速で雨滴がぶつかって

も,物を損傷する。とくにジェット機の出現によって

航空機の速度が音速をこえるようになるとともに,ジ

ニット機にぶつかる雨滴によって,ジ ェット機のプラ

スチック部品を損傷することがおこった。このように

雨滴の衝突速度が速くなると,材料を破壊する雨食現

象がおこることを,逆に “加工"に利用しようとする

のが液体衝撃加工である。

この液体衝撃加工は,各国とも実験中であり,わが

国でも,工業技術院電気試験所で基礎実験がおこなわ

れている。それらの実験の方法は,①人工雨の中を高

速で材料を移動する方法 ②液滴または液柱を材料に
ぶっつけるなどである。

液体衝撃加工の利′ほとしてはつぎのことがあげられ

ている。

C加工するための材料は,水だから,大量にえられ
コストも安く,管理もしやすい。

②加工条件の制御が楽である。噴射加工であるなら

ば, ノズルで液体の大きさをかえるだけでよい。また

液の流れの速度をかえて,加工能率を制御することも

できる。

③切りくずの除去が容易である。

しかし,こ の加工装置ができるためには,高速で安

定した,しかも連続した液流をうる方法を見いださな

くてはならないので,その実用化のめどはまだついて

いないが,こ の液体衝撃加工が生産に応用されるのも

そう遠いことではないだろう。
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・   ステンレスのはんだづけ

現在,ス テンレス鋼の使用は多くなっている。技

術科の教材でも,ス テンレス鋼を材料とするものが

取りあげられてもよい。そのばあい,ス テンレス鋼

のはんだづけはどうしたらよいだろうかc

ステンレス鋼板は,その製造の最終行程で,酸洗
い焼なましを行って生成したクロム酸化皮膜でおお

われているわけである。

周知のように,はんだづけでは,金属の表面の酸
化皮膜をよう剤 (フ ラックス)で取りのぞかなくて

はならない。ふつう,はんだ用のフラックスとして

は,塩化あええや塩酸,塩化アンモン,松やになど
の樹脂, リン酸グリセリンなどを混合したペースト

などが用いられているcし かしこのフラックスは,

金属のいかんにかかわらず, どれを用いてもよいと

いうわけではない。とくにステンレス鋼板は,その

表面は,酸に強い酸化皮膜でおおわれているので,

松やになどの樹脂系のフラックスでは,酸化皮膜を

とりのぞくことはできない。だから強い酸,た とえ

ば硝酸などを使うと,かえって厚い酸化皮膜を生成

することになる.

これまで,ス テンレス鋼のは′ただ用フラックスに

は,次のように,塩化あええ系のものとリン酸系の

ものがある.

①あえん粒を塩酸に入れ,あわだちがやむまで溶

解してつくられた塩酸のあえ′t飽和溶液
l_2塩酸のあえん飽和溶液に塩酸を25%混合した溶

液

③塩酸のあえん飽和溶液に, さく酸10%を混合し

た溶液

④リン酸10～20%の水溶液

⑤Cの混合液に2～ 5%のふっ化水素酸を加えた

溶液。これはマンガン,チ タンなどの元素の入っ

たステソレス鋼に用いる.

軸受合金一ホワイ トメタルの組成

軸受に使われているホワイトメタルは,鉛,銅 ,

すず,ア ンチモンの 4成分で構成されているc

①すずを主とするホワイトメタル(バ ビットメタル)

すず―-84～90%

アンチモンーー 8～ 15%

0同一
-2～ 10%

銅やアンチモンの量が多くなると材質がもろくな

る。銀やカドミウム,ニ ッケルなどを少量添加して

軸受性能をよくすることもできる。鉛は 0.5%以上

になると,高温での衝撃抗力が底下するc鉄やあ
えバンは,流動性をそこない, とくにあえんは組織を

荒す欠点がある。アルミニウムの微量が入ると,組

織を微細化する反面,裏金との密着をそこなう面が
ある。

このバビットメタルは,熱伝動性がよく高温にな
っても軟化しないので,高速度高荷重軸受に適して

いる。

C鉛を主とするホワイトメタル

鉛に,すず 5～20%, ァンチモン 10～20%,銅
0.5%を加えたものであり, 高温強度をますために

ヒ素を少量添加したものがあるc

Cあえんを主とするホワイトメタル

あえんと,鉛 3～20%,すず 5～25%,ァ ンチモ
ン 0～ 15%を加えたもので, コストがやすい点で特

長をもつc

自動車の排気ガス

最近,自 動車やオートバイの排気ガスが,都会の

大気汚染の大きな原因となって問題となっている。

自動車の排気ガスには,燃料によってちがうが,一

酸化炭素,二酸化炭素,鉛化合物,亜硫酸ガスなど

があるc

C一酸化炭素―一周知のように,人体にはいると,

血液中のヘモグロビンと結合しやすく,´、モグロビ

ンが体内の各組織へ酸素を運搬する作用がじやまさ

れ,頭痛やはき気をおこし,ついには生命さえ危険
になる。こうした一酸化炭素をもっとも多く排出す

るのは,ガ ソリン車であり,つぎはLPG(液 化石
油ガス), 軽油はひじょうに少なく, ディーゼル車

は,ガソリン車の約七器である。
②二酸化炭素―一目や呼吸器の粘膜を刺激する。こ

れは,LPG車・ガソリン車に多く,重油には少い。
C鉛化合物――この微粉は肺の深部に吸着して血液
に吸収され赤血球の成長や成熟をさまたげるといわ

れる。これはガソリン車だけが排出する。

これらの排出ガスを防ぐためには,排気ガス清浄

装置を,各自動車に取りつけることを義務づける必

要がある。

●・

郷



学校における職業オリエン

1 市教育局の職業選択にかんする訓育
活動プログラムにもとづいた生徒の

職業オ リエンテーション

西部シベリア・ケメローヴォ州プロコビエフスク市

の各学校では,生徒の職業オリエンテーションに多大
の注意が払われているが,こ の方面の活動は同市です

でに早くから行なわれてきた。とくに最近 2年間に活

動は広範な規模をもつようになつた。この大きな,た
いせつなしごとに,プロコビェフスク市教育局 (ゴル

ノー)の勤務者も積極的に参加している。つまり,学

校の教師を援助するために,市教育局は,職業選択に

かんする生徒の模範訓育活動プログラムを作製した。

このプログラムは,つぎの事項を規定している。

①生徒の志向,職業的興味,個人的特徴をあきらか
にすること。

②人びとの労働活動の多種多様なこと,各職種の意

義,近代労働の性格と条件に生じた変化について生徒
が学ぶこと。

③生徒にしっかりした職業的興味を訓育すること。

④生産教育をともなう適当な学校の 9学年に生徒が

進学するばあいに,将来の職業を意識的に選択するた
めの 8学年の生徒の準備。

⑤生徒の労働教育,総合技術教育,生産教育の諸間

題にかんする学校のテーマ作製。

市教育局のプログラムにもとづいて,各学校では,

詳細な計画が作製され,こ の計画にしたがってまた,

生徒にたいする訓育活動が行なわれている。その経験

によってわかるように,組織的,目 的集中的な職業オ
リエンテーション活動によつてはじめて,生徒の職業
的志向,個人的傾向,能力をもっとも完全に明らかに
し,研究して,将来の職業の意識的選択のために生徒
を訓育することができるのであるが,こ の活動に従事

するのは,ク ラス担任指導者や専門科目担当教員ばか

りでなく,後援企業体の従業員,ク ラブや文化の家の

児童部勤務員,図書館勤務者なども従事する。
プロコピェフスクの学校では,こ の活動につぎのよ

うないろいろな形態が用いられている。①座談会,②

読者会議,③文学の夕べ,④討論会,⑤工業企業体と

建設場の見学,⑥生産の先進者や共産主義労働作業班

員との会見の夕べなどである。すべてこれは,生徒が

人びとの労働活動の多様性をいっそう親しく,よ りよ

く知り,各種職種の意義と特徴を理解し, 8学年修了

後,広範な総合技術教育とならんで興味をもつ熟練資

格を修得することのできるような中学校を,自分自身

で選択するのに役立つのである。

市内には26の中学校があり,そこではごくさまざま

な専門について生徒の教育が行なわれている。各学校

は,販売員,金属旋盤I.子どもの家の教師,炭坑の
電気仕上工,ピ オネール隊先任指導者,自動車仕上工

仕上・組立工,調理人,研麿工 ,自動機械調整工 ,製

図工″巻線・絶縁工などを養成している。

しかし,プ ロコピエフスクの学校の教育でとくべつ

の地位を占めているのは,建築技術者の養成である。

本学年度においては,建築工の養成が,市の10校で行

なわれている。これもまた偶然ではない。クズバスで

は現在 ,大建設が進行中で,そのためにクズバスは高

級熟練資格をもった,建築技術をよく習得した労働者
と組長を必要としている。

このことと関連して市教育局は,生徒の中での,建

築職の宣伝に大きな注意をはらっている。これらの生

徒にたいして 1年間,市内の学校ではどんな専門の職

業教育が行なわれており,上級学年における生産実習
の目的と履修方法がどうなっているかなどについて ,

座談会と相談が行なわれている。おのおの生産教育部

主任 (市には26名 いる)には,8年制学校 1-2校が

テーション (1)



配当されて,その学校で生産教育部主任は,各教師と

クラス担任指導者が生徒にたいする訓育施策を組織し

実施するのを助けている。

よく考慮された活動組織のおかげで生徒の職業オリ

エンテーションは,1年中行なわれ,非常にたいせつ

なことであるが,それは生徒自身の積極的参加のうち

に進歩している。

職業宣伝において重要な役割を果たすのは,学校の

テーマ作製である。市の一連の学校では,つぎのよう

な興味深い展覧会が組織された。≪わが生徒の製品≫

≪学校と生産場における労働≫の展覧会が組織され ,

上級生の学校生活と生産生活を明らかにし,市のすぐ

れた人びと,企業と建設場における合理化運動者と発

明家の活動について生徒に紹介する展示台≪学校と生

産≫がつくられた。

職種の選択についての生徒にたいする活動で学校に

とって大いに貢献するのは,図書館,ク ラブと文化の

家の勤務者であり,また地方紙≪シャフチョルスカャ
・プラブタ≫の編集である。

プロコピュフスクは,3つ の行政地区をもつ大工業
都市である。クラブ,文化の家では職業宣伝 のため
に,8学年の生徒向けに,地区の夕べ,日述雑誌,座
談会,その他の興味深い施策が実施されている。この

ようにして,第 5,第 6炭坑の文化会館では職業選択
の夕べが興味深く内容豊富に行なわれて,これには,
ルドニチヌイ地区の各学校の生徒 600名以上が参加し

た。会館のロビーで夕べの催しの出席者は,中学校の

生徒の労作展覧会と企業や建設場における生徒の労働

の写真モンタージュを見た。

市の工業企業体や建設事務所の代表者,第 5,第 6
炭坑の労働者や技師,技手,プ ロコビェジスク自動車

廠第 1自動車隊,第 3建設事務所,≪プロコピエフス

ク石炭≫ トラストの労働者や技師・技手が,生徒のた

めに演説をした。彼らは,企業の歴史と将来性,企業

に必要な職種などについて魅力的な,興味深い説明を

した。 8学年の生徒にたいしては,こ れらの企業体で

実習をしている上級生も演説をした。夕べの催しは,

ルドニチヌイ地区の学校の素人演芸団員の出演で幕を

閉じた。

このような会見の夕べの催しは,'市のその他のクラ

ブや文化の家でも行なわれて,学年度末には,ち ょぅ
ど8学年の生徒にたいする職業オリエンテーション活

動のしめくくりとして,すべての中学校で≪門戸開放
の日≫が催される。この施策は,生徒が必要な選択を

行なって,その将来の位置を決定するのを助ける。

しかし,実践によってもわかるように,生産教育の

"

一定の専門をともなう学校の選択を生徒はまだ好首尾

に解決していない。現在,ク ラス担任指導者,教師,

生産教育の監督には,あたえられた目的達成への生徒

の志向を支持し,学習すべき職業にたいする興味を生

徒にかん養させる問題が課せられている。

生産的労働の組織が十分に考えられないで,生徒が

固定の作業席をもたず,作業を保証されていないこと

一一すべてこれは,生産教育の質,上級生にたいする

しっかりした職業的興味の訓育に悪い結果を及ぼし,

選択した専門にたいして生徒に幻滅を感じさせること

が多い。だから,学校,国民教育諸機関,経済組織の

勤務者は,生徒の生産教育の成功に必要なあらゆる条

件をつくりだすように最大限の配慮をしなければなら

ない。

第 37・ 11年制学校の生徒は,≪電気機械≫ 工場で

生産教育を行なっている。工場は生徒のために,職場

内に 4つの学習区を設けて,生徒に必要な工具を保証

し,労働者がみんなもっているのと同じような器具製

作用パソフレットを,全生徒に配布した。

生徒は,工場の生産計画の遂行に直接参加する。生

徒は,こ こでは,いわば,工場集団の同権の 1員であ

る。

工場の指導者,組長,労働者は,生徒にたいして非

常にしんけんに,あたたかく接し,生徒が選択した職

業を習得するのを進んで援助している。彼らが援助し

ているのは決してむだではない。生徒の多くは,学校

卒業後,工場に残って働くようになるだろう。

しかしまた,別の例もある。第 1,第 2個人縫製・

被服修理工場のミシン職場では,第 4, 7,9,′ 47,

51学校の上級生たちが生産教育を行なっているが,生

徒は,作業を保証されないことが多く,実習作業プロ

ググラムは遂行されないで,未来の縫製職組長の教育

は個人的方法で行なわれているにすぎない。生産教育

のこのような組織が,生徒を冷淡にして,その作業を

混乱におちいらせ,学校の授業にも悪い影響を及ぼす

ことは,当然である。第 4学校の卒業生が自己の職種

どおりに就職しなかったのは,偶然ではない。

生徒は,工場や炭坑の未来の要員である。が ,生徒

が熟練労働者のしっかりした組員となるためには,生

徒に職業をよく教育するばかりでなく,ソ ビエ トの労

働人のすぐれた特質,社会的に有益な労働にたいする

愛情と尊敬,選択した職業にたいする深い興味と創造

的態度を生徒に訓育しなければならない。ここでもま

た,生徒にたいする組織的な,よ く熟考した活動が必

要である。多くの学校はこのような経験をたくさんつ

んでいる。



それ故に,第 37学校では,おのおのの学年が,後援

工場≪電気機械≫の一定の職場と労働契約を結んでい

る。ここのクラス集会には,組長や労働者が多くのば

あい出席する。一方,生徒は職場集会に出席して,労働

者たちといっしよに生産問題などの討議に参加する。

生徒は労働者との共催で,討論会,休息の夕べ,コ ム

ソモール集会,映画の集団観賞会を開くことが多い。

上級生は,工場の素人演芸会に参加する。

しかし,上級生にたいする訓育活動が市のすべての

学校でよく組織されていると考えるのは,誇張であろ

う。この大きな,重要なしごとには,:し なければなら

ないことがまだたくさんある。今日の生徒は,共産主

義の明日の建設者である。したがって,すべての学校

と後援企業体は,その卒業生が積極的な熟練勤労者一

共産主義の真の建設者の隊列に正しく参加できるよう

に,生徒の生産教育と訓育をうち立てねばならない。

2 職業オ リエンテーションにおける
アンケー ト利用の経験

普通の型の8年制学校ならびに寄宿舎学校では,生

徒に労働の多様性を教え,生徒のもつ志向を明らかに

して,未来の職種を選択させるための広範な活動が展

:開されている。

職業オリエンテーション活動の開始のためには,ま

ず生徒の興味と志向を明らかにし,それがどのくらい

しっかりしたものであるか,それを支持し,強化しな

ければならないかどうかなどを,究明しなければなら
,ない。

ヤスノポリヤナ寄宿舎学校における職業オリエンテ

ー ション活動の経験は非常に興味あるものであるが ,

この学校では,教師集団がロシア共和国教育科学アカ

デヽ ミー寄宿舎学校実験室の研究員と共同で1961-1962

学年度から7学年と8学年にたいする職業オリエンテ

ーション活動を行なっている。

活動計画では,つ ぎの3つの具体的な課題が提起さ

れている。①生徒の職業的知識について知 り,同 時
に,ソ ビエト社会における社会的に有益な労働のいろ

いろな種類にっいての生徒の概念を広めること,②生

徒の興味,志向,傾向を研究し,その強固さと意識の

程度を確認すること③生徒の健康 0発達・成績・個人

的特徴にかんするさまざまな資料を全面的に分析して

その 1人 1人の心理学的 0教育学的特徴記録を作製し

最後に,職業選択の問題にかんする紹介を生徒とその

1父兄にあたえること。

活動は,職種 0専門・熟練資格 0熟練のグレー ドの

概念の説明からはじまった。そのために座談会を行な

い,その座談会中に,生徒自身の経験と観察をできる

だけ広範に利用するよう努力が払われた。ごく身近な

生産環境も多くの資料を提供するものであった。第 2

回の座談会は, 8年制学校卒業後の労働構成と進学の

問題について行なわれた。生徒は, トウラ州にどんな

中等技術教育機関があり,こ れらの学校への進学の基

礎条件がどうなっているか,中等専門学校,職業技術

学校をでれば何になれるかなどを,知 った。両座談会

には,生徒自身が積極的に参加した。座談会が生徒に

興味深いものであり,生徒を深く考えさせるものであ

ったことは,明らかである。

その後,各生徒に, 6つ の質問からなるアンケート

が配布された。これらの質問に答える前に,生徒は,

自分でよく考えるばかり` なく,父兄ともよく相談し

なければならなかった。

職業にかんするこのような座談会とアンケート調査

は, トゥラ州のキモフスク,ノ ヴォモスコフスク,イ

ワンフスクの宿宿舎学校の7-8学年でもまた実施さ

れた。つぎに質問の一覧を引用しよう。

<ア ンケート>
つぎの質問についてよく考え,こ れにたいして回答

を具体的に記入しなさい。

1 あなたはどんな職種を知っていますか,あなた

はそれを,どんな方法で知りましたか。

2 あなたは, 8年制学校を卒業すれば,どんな職
業や専門を選択しますか。

3 あなたは,その職業や専門をどんな理由で選択
しましたか。

4 8学年修了後,も しあなたがさらに進学しよう
と思うならば,どんな学校にあなたは入りたいと思う

か,のべなさい。

5 8学年修了後,も しあなたが就職したいと思う
ならば,一体どんな企業または機関に入りたいと思う

か,のべなさい。

6 それについて,あなたの親戚,知人は,あなた
に何を助言しますか。

回答は,全部で, 4つ の寄宿舎学校の 7学年の生徒

115名 と8学年の生徒 81名からうることができた。 4

校のうち 2校 (ノ ヴォモスコフスクとキモフスクの寄

宿舎学校)は都市の学校であり,他の2校 (イ ワレフ

スクとヤスノポリヤナの寄宿舎学校)は農村の学校で

ある。

<ア ンケー トの分析>
アンケートの第 1間に答えて, 8学年の生徒は,自

分の知っている職種と専門を多数列挙した。生徒のな

かには50-55の職種をあげたものがいる。アンケート



が示したように,男生徒は,こ の問題について女生徒

よりもはるかに多くの知識をもっていた。っまり,キ
モフスク寄宿舎学校の8学年の男生徒は49の職種をあ

げたが,女生徒は28しかぁげられなかった。このよう

な状態は,その他の寄宿舎学校でも見られる。

指摘された職種と専門のなかで一番多いのは,工業

生産,建設,運輸,通信に関する職種と専門である。

建築工 (石工,装飾工,衛生技術者,コ ンク リー ト

エ,高層建築組立工,起重機運転工), 鉱山労働者 ,

仕上工,旋盤工,運転手,無線通信手,無線技師,電

気機関車の運転手一これが,ア ンケートの第 1間にた

いする生徒のどの答えにもほとんど見られる職種と専

門である。農業生産,な らびに教育・保健 0文化 0芸

術の分野の作業と関連した職動を指摘したものは,著
しく少ない。このグループであげられた職種のうちで

一番目立った地位を占めているのは,教師と医師であ

る。教師の職種を書いているのは,81名の生徒中58名

であり,医師とかいているのは43名 である。これは主
として女生徒である。

回答の分析の結果,各種労働活動にかんする生徒の

概念の主な源泉が,生産環境,校内での課外作業,映
画,ラ ジオ,テ レビであることもまたわかった。これ

らのものがまた,いろいろな職種についての生徒の概

念を形成するのである。生徒のうちのごくわずかのも

のは,職業にかんする知識の源泉として,個 この科目

の授業や工作室での労働科の授業のことを思い出すの

も,意味深長である。ソビエト社会における社会的に

有益な各種労働について知ることが一それは決して不

思議ではないが一学校の教育・訓育活動の実践面で占

めるべき位置をまだ占めていないことは,明らかであ

り,職業オリエンテーションもまた教育と生活の結び

つきの一手段ではないか。

未来の職業の選択とその動機を問題にした,ア ンケ

ートの第 2間 と第 3間にたいする生徒の答えは,少な

からず興味あるものであった。これらの答えを分析す

るとき,男生徒と女生徒間で未来の職業にたいする態

度に差のあることがとくに明らかである。 8学年の男

生徒45名 中30名は,工業生産・運輸 0通信・地質調査

・鉱山採掘・建設と関連した職種を選択した。

おそらく,未来の職業について一定の意見をもたな

い男生徒のいく人かは,筆記で答えることもできなか

ったし,個人的懇談でも答えることができなかった。

8学年の女生徒のおよそ 3分の2は ,医療勤務者また

は教師になろうという強い希望を表明した。女生徒の

指摘したその他の職種のうちで大きな部分をしめるの

は,さ まざまな農業の職種 (農業技師・農業化学技師

52

0地方測候所勤務者など)である。生徒の筆答にも,

生徒との個人的懇談でも,今後勉学する必要がないこ

とは示唆すらされていなかったことが,特徴的である。

ただちに就職したいという生徒 (こ のような生徒はご

く少ない)は,夜間 (交替)制学校または夜間中等専

門学校で勉強したいという強い希望をもっている。

たいへん興味ふかい資料となっているのは,職業の

選択の動機についての生徒の答えである。動機の分析

によれば,生徒の大多数は,全 く意識的に職業を選択

しており,その選択は,か なりの,し んけんな熟考や

ずっと以前からいだいている念願の結果であり,生徒‐
の多くは,職業を選択するときに,も うすぐさま,自

分の力と能力に応じた準備をしていることが分かる。

そこで,ご く代表的な例をいくつか挙げよう。ヤス

ノポリヤーナ寄宿舎学校の 8年生D・ サーシャは,ラ

ジオ職部門の専門家になりたいというごくしんけん

な,強い希望をもっている。サーシャはラジオサーク

ルで積極的に活動している。サークル指導者が長期間

病気をしたとき,彼は自ら生徒を集めて,作業を指導

した。サーシャは,ラ ジオ技術部門の普及書や論文を

たくさん読んだ。

この寄宿舎学校のその他いく人かの生徒も,ラ ジオ

技術のかなりの通になり,愛好者になった。彼らはみ

んな,ラ ジオサークルで活動し,受信機を組立てたり

などするばかりでなく,≪若い技術者≫誌の新刊号や

その他の資料に注目している。

キモフスク寄宿舎学校の生徒G,ユ リーは地質学者
を夢みている。だから,つ ぎのように書いている。≪

:

地質学者になるために,さ らに勉強しよう。わたくし

は,旅行が好きで,自然を愛するが,地質学者の職業 |

は,地理サークルで勉強しており,物理学や数学にか

なり注意しており,地質学者一勇厳で根気強い人びと

についての書物をたくさん読んだ。わたくしは,8学 :

年をよい成績で終えるように努力し,おそらく,地質 :

調査中等専門学校に進学するだろう≫。

キモフスク寄宿舎学校の生徒L,タ ーニャは,っ ぎ
のように書いている。≪わたくしは,幼稚園の先生に

なりたかった。小さな子どもが好きで,すでに 5年生

のときに,わたくしは子どもたちと遊び,う たを教え

たり,新 しいあそびを教えたりした。子どもたちは,

ごく好奇′らの強いもので,あ らゆることについて質問'

するので,すべてのことに答えなければならない。わ

たくしは,わたくしの夢が実現するようにつとめるつ ,

もりである≫。

もちろん,ア ンケートは活動の第 1段階 にす ぎな:

τ。この資料を過大評価してはならない。経験によ,



てもわかるように,生徒のなかには,その職業的興味
と志向が必ずしもしっかりしたものでない ものヵヽ お

り,と きどき偶然の動機でそれが生じることがあり,

生徒は,各 自の健康 0能力の状態・その他の重要な要

因を必ずしも考慮に入れるとは限らない。それにもか

かわらず,ア ンケートの資料は,生徒ならびにその父
兄にたいする学校の職業ォリエンテーション活動の方

向の決定のためによい資料を提供している。ヤスノポ

リヤーナ寄宿舎学校の教師たちも,こ れらの資料を教

育・訓育活動において活用した。とくに教師たちは,
:授業中,科目別サークルなどにおける今後の活動で生
:徒の回答を利用するために,その答えを研究した。こ

の活動には,すべての教師,校医が参加し,図書館長
1ま ,職業オリエンテーションを内容とした書物の展覧
会を組織した。この書物の数冊をつぎに示そう。E,
ベルミャク著≪何になるべきか≫,L,ボ ロンコワ著
≪人間は何をすることができるか≫,K,ド クサノフ著

くたゆみなきシムラー ト≫などである。選択されたこ

れらの書物には,有名な人びと一≪共産主義の灯台≫,

ごくさまざまな職業に従事するソビエトの人びとの創

造的な,鼓舞的な労働について,たいへん興味ぶかく
のべられている。

3 職業オ リエンテーションのその他
の方法の利用

(1)映画の利用―一生徒の総合技術的視野を広め,職

業にかんする生徒の概念を拡大しうるような,い くつ

かの映画の上映も活用された。そのために,選択した

職種についてよりよく知り,自分の力をためすのに役
立つよぅな活動に生徒を参加させた。つまり,医療職
を習得しようという強い希望を表明した 8学年の女生

徒は,寄宿舎学校の保健活動分子に加わった。若いラ
ジオ技術者たちには,学校のラジオ設備とりつけが委
託された。教師になろうと夢みる女生徒たちは,下級
生担任教師やピオネール隊指導者の手助けをしている

(2)生産人との会見一―職業オリエンテーション活動

のよい形態の一つは,生産の先進者,い ろいろな職業
の人たちとの会見である。キモフスク寄宿舎学校でも

このような会見が催された。生徒たちの前で医師・地

質学者,教育者,技師・建築家が講演した。彼らは,
自分たちのしごとやその特徴にっいて説明した。生徒

は,その話しを興味深く聞き,将来のことについてた
くさんの有益な助言をえたのである。

(3)生徒にたいする個人的活動一一職業選択にかんす

る生徒との個人的懇談のためのよき資料となった の

こま,い くっかの寄宿舎学校で書かされたテーマ別作文

|≪わたくしの,いからの願い≫,≪ 10年後にわたくし
は何になりたかったか≫などである。

実践によってもわかるように,企業体のテーマ別見
学,各種職業の代表者との会見,読書,適当な映画の
観賞と討論会,学校における職業オリエンテーション

活動のその他の形態は,生徒にたいする個人的活動と

結合されなければならない。そのためには,生徒各人
の長期にわたる,全面的観察を実施し,その興味と能
力を研究して,その後 8学年の終りに将来の職業の選

択にさいして各生徒に有益な客観的助言をあたえるこ

とができるようにしなければならない。この活動は ,

教師 0ク ラス担任指導者が,寄宿舎学校の全教師,サ
ークル指導者,医師と連絡して行なっている。

に)職業オリエンテーション・ カードーー生徒にかん

する必要な資料を記録するために,名誉科学者YOP
フロロフ博士の提案になる≪生徒の職業オリエンテー

ション・カー ド≫が利用された。このカードの内容に

は,生徒個人にかんする一般的知識のほかに,っ ぎの

各項一一健康と発達,学校の成績,人物にかんする資
料,自己評価,職業的傾向と興味,心理学的・教育学
的特徴などがふくまれる。≪健康と発達≫の項は,寄

宿舎学校の校医が年に 2回以上記入する。

≪学校の成績≫の項では,評価がつぎのように区分
してつけられている。 人文科学, 農業実習,精密科
学,労働,体育とスポーツなどの成績に区別されてい

る。この項は,教育とスポーツなどの成績に区別され
ている。この項は,教育者とクラス担任指導者がその
クラスの成績簿によって,教科担任教師との懇談など
にもとづいて記入している。

≪人物にかんする資料≫の項は,も っとも重要なも

のの1つである。この項にはとくに,周囲の環境 0友

だちにたいする生徒の態度,ク ラス集団内における役

割などが記録される。この項には,書物と芸術にたい

する生徒の態度,ま た社会的活動への参加が記入され
る。っぎの項一一≪自己評価≫一―には,生徒自身が
自己の能力をいかに評価し,将来にたいする自己の計
画をいかに意織的に,ま じめにうちたてているかを,

記録する。

最後に,≪職業的傾向と興味≫の項では,学習過程
であらわれる生徒の興味と傾向が考慮される。

このようなカー ドの作製が,職業オリエンテーショ
ンにかんするクラス担任指導者の活動を容易にして,

8学年修了後,未来の職業選択にさいして生徒に客観

的助言をあたえることは,疑問の余地のないところで

ある。



海 外 資 料 教 材 教 具

く り こ ぎ り と 支 持 台 (ソ ビェ ト)

6月号でも例示したように,ソ ビニトの総合技術教

育の教材には,工具や工作室の設備品,理科実験用具

などが多くとりあげられている。つぎに,木材加工と

金属加工を総合したくりこぎりとその支持台の工作図
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一

産 業 教 育 内地 留 学 生 実 施 要 項

39年度以降の「産業教育内地留学生実施要項」が

文部省事務事官決裁によって定められたので,その

資料をつぎに掲載する。なお < >を つけた解説
は,編集部によって記したものである。(編集部)

1 目  的
産業教育内地留学生 (以下「内地留学生」という)

の制度は,産業教育振興法(昭和26年法律第228号 )の

趣旨に基づき,中学校または高等学校において産業教

育を担当する教員を長期間にわたって国立大学 (国立

短期大学を含む,以下「大学」という)に留学させ産

業教育に関する研究主題についての研究に専念させる

ことを通じて,産業教育に関し必要な知識および技術

を習得させ,その資質の向上と指導力の充実かん養を

図ることを目的とする。

2資  格
内地留学生の資格は,公立または私立の中学校また

は高等学校において産業教育を担当している教諭 (産

業教育の担当を予定される教諭を含む)と する。

3 留学期間
内地留学生の留学期間は,原則として 1年または 6

か月とする。ただし,特別の事情があるときは, 6か

月をこえ 1年未満の範囲内の月数とすることができる

前項の留学期間は, 2会計年度にわたることはでき

ない。

<前年度までは, 3～ 5か月の留学期間もみとめら

れていたが,受入れ大学側の講義 (前期・後期)の
まとまりからいっても,研修に都合が悪い。またわ

ずか 3か月では,その研修効果も期待できない。最

少限 6か月以上であることが必要である。>
4 研究方法
内地留学生は,受け入れ大学において,当該大学の

管理のもとに,その研究主題と密接な関係のある指導

教官の指導を受けて,当該大学の施設・設備を利用し

て研究に従事するものとする。

5推 せ ん
内地留学生は,公立の中学校または高等学校の教諭
については都道府県教育委員会が,私立の中学校また
は高等学校の教諭について都道府県知事が,それぞれ

取りまとめて初等中等教育局長に推せんするものとす

る。

前項の推せんは,初等中等教育局長の定めるところ

により,内地留学生派遣申請書に,受け入れようとす
る大学の長の内諾書の写を添えてするものとする。

<都道府県で派遣が内定したら,大学宛に留学生を

派遣したいので,受け入れを内諾してくれるように

申請を出す。 4月から派遣のばあいは,おそくとも
3月 上旬に申請書を出せば, 4月新学期より研修が

可能である。3月 中旬以降に大学の内諾書を申請し

て文部省へ書類を提出すると,新学期からの研修が
5月 ごろからになる例がある。>
6決  定
初等中等教育局長は,都道府県教育委員会または都
道府県知事 (以下「都道府県」という)か ら推せんの

あった者のうちから,内地留学生を決定し,その結果

を都道府県および受け入れ大学の長に通知する。

<現在は,受け入れ大学の内諾書を得れば,文部省
は以上の「資格」「留学期間」に反しないかぎり,

また, 1か年の国庫補助予算のわく以上の希望者数
にならないかぎり,留学を許可している。4月 から

留学希望者については,文部省は3月 中に許可を決

定しているが,都道府県への通知は4月 中旬ごろに
なる例もあるので,受け入れ大学の内諾書を得てい

れば,当大学へ出むいて研修を新学期から許可して

もらうよう申し出るがよい。そうすれば,大学は文
部省へ問いあわせて入学を許可する。

7 受け入れの報告
受け入れ大学の長は 6の内地留学生の決定の通知が

あったときは,当該内地留学生の受け入れ決定のうえ

初等中等教育局長の定める様式により,その受け入れ
の決定を報告するものとする。

8 内地留学生の研究のため必要な経費
初等中等教育局長は,受け入れ大学の長からの内地
留学生受け入れの報告に基づき,次の表に掲げる金額
を基礎として,内地留学生の研究のため必要な経費を

受け入れ大学の長に配分する。

区  分

実 験 1,800円

に間期
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前項の内地留学生受け入れ期間は,内地留学生の研

究を開始すべき日の属する月から,その研究を終了す
べき日の属する月までの月数とする。

<上記の研究必要経費は,文部省から大学の会計課
へ直接渡されるもので,留学生に渡されるものでは

ない。大学内の施設・設備の使用料や,実験実習材

料費になるものであり,指 導教官への謝礼ではな

い 。

留学生の個人研究費は,文部省から全く出されて

いない。いっばんに,留学生の研究補助費 (交通費

・滞在費などを含む)は,都道府県で負担して出し

ているところが多い。その額は,都道府県でまちま

ちで,現在,月額 1万円～ 2万円までの府県が多い

(地方から東京の大学へ留学に来ているばあい)cし

かし,特定の県では,個人への研究補助費を全く出

していない極端な県もある。現職教育が指導行政の

責任であるかぎり,留学生の研究費のすべてを個人

負担にすべきではないだろうか。

9 授業料等の免除
「国立の学校における授業料その他の費用に関する

省令の制定について」 (昭和36年 4月 22日付け文大第

261号事務次官通達)の三の (3)に定めるところに よ

り,内地留学生については,授業料,入学金および検

定料は,徴収しないものとする。

<留学中の研修は,原則として聴講科目の単位認定

はしない。もし,免許状取得のため,単位認定を希

望するばあいには,大学によっては,免許状取得の

ための科目について,単位履習を認めている。その

ばあいには,単位履習を希望する科目について,聴

講料を大学におさめなくてはならない。聴講料は,

1単位についておおよそ 5～600円である。>
10 研究の開始
内地留学生は,研究を開始すべき日までに,受け入

れ大学に到着するものとし,研究開始後すみやかに,

初等中等教育局長の定めるところにより,研究開始届

を,都道府県を経て初等中等教育局長に提出しなけれ
ばならない。

11 研究の中止

内地留学生は,やむをえない理由により,留学の取

り止め,留学期間中における研究の中止もしくは中断

または留学期間の変更などをしなければならなくなっ

たときは,すみやかに,その理由を付して,都道府県

を経て初等中等教育局長に届け出なければならない。

初等中等教育局長は,前項の届け出のあったときは

受け入れ大学の長と協議のうえ,すみやかに,留学の

取り消しまたは留学期間の変更などを決定し,その旨

を届け出のあった都道府県に対して通知する。    ・

12 研究終了の報告書および決算報告書の提出

受け入れ大学の長は,内地留学生の留学期間が終了

したときは,そのつど,すみやかに初等中等教育局長

の定めるところにより,内地留学生の研究終了に関す

る報告書を初等中等教育局長に提出するものとする。

受け入れ大学の長は,当該年度に受け入れたすべて

の内地留学生の研究が終了したときは,すみやかに,

初等中等教育局長の定めるところにより決算報告書を

初等中等教育局長に提出するものとする。

13 研究の終了

内地留学生は,留学期間が終了したときは,初等中

等教育局長の定めるところにより,終了届を都道府県

を経て,初等中等教育局長および受け入れ大学の長に

提出しなければならない。

14 研究成果報告書の提出

内地留学生は,研究終了後 3月以内に,研究成果報

告書を,都道府県を経て初等中等教育局長に提出しな

ければならない。

15そ の 他
この要項に定めるほか,内地留学生に関し必要事項

は,初等中等教育局長が定める。

<産振留学生制度の実質的な主管は,初等中等教育

局職業教育課であつかっている。

なお,産振留学生のほかに,科学教育研究生の内地

留学生制度がある。大学への内地留学をするばあ

い,これらを利用すれば,大学へ出す経費が不要で

あるし,大学側でも受け入れを拒否することはほと

んどない。これらの制度によらない内地留学のばあ

い, とくに実験実習をともなう研修では大学へ各種

の経費を納入しなくてはならないばあいがあり,そ

のうえ研修にいろいろな帝1約 を うけるばあいが多

い。したがって,内地留学のさいには,これらの制

度を利用するようにした方が,大学での研修がやり

やすい。>



高校全入全国協議会の大会開かれる

さる6月 30日 ,高校全入全国協議会 (会長 務台
理作)が第 3回の定期大会を開き,今年度の運動方

針を決定した.今年度の運動方針の要点はつぎのよ

うである。

(1)戦後最高の高校生収容数(510万人)と なる昭

和40年度の入学計画について,抜本的な計画修正を

せまり,そのための国庫補助を要求する。

(2)すじづめ学級および学校マンモス化を解消す

るための高校増設を要求する大衆運動を起こす。

(3)へ き地 (進学率30～40%)の潜在進学希望者
の要求を実施するため,育英会法その他の法改正を

かちとる。

さらに,大会宜言として,つぎのことが採択され

た。

“反動文教政策の攻撃と本質を正しく見抜き対処

するため,すべての教育問題を深く関連させて全入

運動を進める。日常不断の活動を積み上げて,秋の

「教育国民大行動」を成功させるよう全入運動をさ

らに強力に国民運動として展開する"

周知のように,経済審議会の人的能力開発部会は

昨年 1月 に答申を出し,後期中等教育についてプラ

ンを出した。その内容の特徴は,後期中等教育の課

題を,現在ある各種の多様化した教育機関 (企業内
教育機関,技術高校,各種学校,勤 労青年学校な
ど)を制度化・組織化することによって,解決しよ

うとする方向を取っている。こうした方向は,高校
全入協の意図する全日常1の高校義務化の方向とは,

するどく対立するものである。しかも,現在進行し
つつある中央教育審議会の “後期中等教育"の審議
(その答申は,今年度中に予定されている)の線も
経済審議会の答申の線を基本としているといわれて

いる。おそらく,中教審の答申も,後期中等教育を

すべての青少年にという国民的なねがいを,高校教
育の多様化・専門化への方向によって,す りかえよ
うとするものになるだろう。しかもそうした方向で

は,20世紀の後半から21世紀にかけていきる青少年
の教育―一とくに技術教育として,決して好ましい

ものといえない。それだけに,高校全入協の運動に
大きく期待したい。

女子の技術高校計画

職業訓練所を主体に定時制高校教育を連携させる

幸晨―ロローーー■

男子技術高校をはじめたり,看護高等学校や貿易外

国語高等学校などを計画して,後期中等教育のあり

かたに,いろいろな意味で問題を提供している神奈

川県では,昭和41年度から女子の技術高校を発足さ

せる方針で検討をはじめたという。

これまで,女子向きの職業コースとして,全日制

高校のうち, 3校に「家庭科コース」をおいていた

が,こ のコースの生徒は,男子の農業課程進学者の

かなり多数の生徒と同じように,普通課程を希望し

ても入学できない者の集りであり,それだけに生徒

も劣等感をもつ者も多く,学校卒業後の進路につい

ても,理想がなく,したがって学習意欲も少ないと

いう状況にあった。そこで,県では,本年度までに

2校の「家庭コース」を廃止し,現在,「家庭コー

ス」を 1校 としてしまった。そして,家庭コースでな

く職業準備のコースを中′いとする女子高校の構想と

して,学区制なしの女子技術高校の設立を計画する

ことになった。いわゆる,昨年度から4校を開設し

た「技術高校」(本誌1963.5月 号および11月号参照)

の女子版というわけである。

女子技術高校の構想によると,「工芸課程」と「経

営課程」の2コ ースを設置し,「工芸課程」では,

商工業デザイン・製図,被服, ラジオ・テレビなど

の電子工学などの各科をおく。「経営課程」には,

商業経営,簿記,秘書などの職員養成科,図書館や

博物館職員養成のための学芸科などをおく。このほ

か,保育科,食物科をおき,保母や栄養士の養成コ

ースも構想されているcこれは,よ き職業人とよき

家庭人を養成しようとする意図だといわれている。

さらに卒業後 1か年の専攻科もおくという。

すでに,先にあげた本誌でも指摘されたように,

男子技術高校にも,い くつかの問題点があるが,現

状の高等学校のもつ問題点を克服するための 1つの

試教であることは否定できない。しかしその克服の

方向が, 1つには,あまりに近視眼的に,現在の産

業界の現状に膠着し,「すぐ役に立つ教育」におち

いっているといえないだろうか。現在のような技術

革新期には,「すぐに役にたつ教育」は「すぐに役

にたたぬ教育」に転化する。だからこそ,国際的に

これまでの職業技術教育の多様化・専門化を中等教

育以後のものにしてきている。つぎに青少年の職業

的発達段階からいっても,中学校卒業期の職業決定

はむりであることが学問的にも認められてきている
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とき,技術高校のような方向は,青少年の幸福にと

って好ましいとはいえないだろう。

学カテス トのゆがみ

香川・愛媛 “文部省学カテスト問題"学術調査団

の報告が出されて以来,両県における学カテスト問

題が社会に大きくクローズアップされてきた。

学術調査団の報告によると,調査によって明らか

になったことは,つぎのような点である。

①両県とも学カテスト準備教育が明らかな行政指

導のもとに行われ,常軌を逸する程度にも及んでい

る。

②O× テストによい成績をあげることが教育の目

的となり,子 どもの創造力・責任感・協力の態度な

ど,人間としての重要な資質がないがしろにされて

いるおそれがある。

③このような学校教育が,教育行政当局の意図的

な指導でうみだされている。

④学カテストが,教師の勤務評定と結びつき,教

育を破壊させる原因となっている。

⑤このような実態のなかでも,圧迫にたえて,誠

実な努力を重ねている教師・父母がある。ここに一

条の光を見いだす。

こうしたことから,これから追求すべき課題とし

てはつぎのことがいえる。

学カテスト学力と,真の学力との相違,学カテス

ト至上主義の教育観の分析 (教育学上の問題),学力

テストの違法性,教育内容行政のありかた,教員身

分法とILO条約との関係 (以上法律学上の問題)
近視やノイローゼ症状の一般化との関係 (医学上の

問題), 選挙違反や汚職の横行, 教育への政党支配

を黙過している政治・憲法・人権意識の状態とその

本質の分析 (政治学上の問題)

こうした報告にたいして,県教委側は,中傷もは

なはだしいと否定している (時事通信 内外教育版
6月 19日 )が,その言っていることは,権力をもつ

指導行政的発言にすぎないようにおもわれる。さら

に,県教委側を援護する自民党県連の意見となると

朝日新聞「今日の問題」(昭和39-7-11日 夕刊)に

指摘のような事態把握のでたらめさである。それを

つぎに要約しよう。

自民党県連では「全教員に当って調査し (学テ)

の真相を明らかにしようではないかと,先 日749校

9700人の教員にアンケートを出したが, これが何と

も驚き入ったものだ。

質問は,テ スト当日だけ遅退児を優秀児の隣にす

わらせたか,事前に問題を子どもたちに見せてカン

ニングを許したか。成績の悪い子どもをその日休ま

せたか,な ど19項 目から成っており,署名押印して

回答することになっている。そして,回答しない教

師があれば,その理由を校長から報告させることに

なっている」

こうして,調査した結果を自民党愛媛県連は発表

したが,それによると,何 らかの形で不正行為があ

ったのは,ご く少数であり,「 これで学術調査団の

報告に自信をもって反論できる」とし,政府に申し

入れて,学術調査団に政治的圧力をかけようと意図

しているかに見える。

この実態には,全 くあきれてしまうc

第 1に ,ア ンケートのイロハを知らない調査方法

である。朝日新聞でも指摘するように「ハガキや手

紙で質問を出した場合, どうしても答えが第三者の

意見に左右されたり,へ′tに修飾されたりしている

ことが多い。まして調査の方法や質問そのものに,

なんらかの圧力がかかっているような時には,個々

の回答に信頼性がなく,調査の総合的な結果に科学

性を期待することは全然できない。しかも『おまえ

は不正をしたかどうか』を署名,押印して答えさせ

る」というにいたっては,ナ ンセンス以外の何もの

でもない。

第 2に ,政党のこうした “調査"が教育界にまか

りとおることを,何 ら疑間をもたずにいる教育指導

行政担当者たちが,学カテストの “教育的意義"を

強弁しても,われわれは信用することはできない。

われわれは,学術調査団がこれからの追求課題と

している研究課題についての第二報告 (秋に発表予

定という)に大きな期待をかけている。そうした研

究成果を基盤として,すでに多くの学者や教師・父

母によってその弊害が指摘されている現状の学カテ

ストをすみやかに廃止するよう,組織的な努力をな

すことが必要であろう。文部省もまた, これまでの

メンツをすて,学テ推進者の事務事官も更てつした

ことであるので,こ のへんで学カテストの中止を断

行する時期でもあろう。そして,数年間,学校教育

をスポイルすることのみ多かった現在の一斉学カテ

ストに終始符をうつべきであろう。 (A)

？
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1 製作のねらい
一般に回転子に整流子も層」子もない, したがって回転子に外部から電気を流しこまない誘導電動機が ,な
ぜまわるかにっいて全くその原理が想像もつかないのが生徒の実態である。

そこで,まず磁石を回転すれば鋼板がまわる。

ところでアラゴの円板の実験では磁石を手でまわしたので,こ れではモーターにはならない。電気を使つ

て磁石をまわしたと同じ現象場面を作り出さなければならない。これが実物のモーターに姿を変えていくも
のであるという理解をさせたい。そこで三相交流による回転磁界の発生とは別に単相交流による移動磁界の

発生によつても回転力を得るということを理解させる一手段として,こ の原理模型を製作した。
2 学習のねらい
イ。モーターがまわるためには鉄心がなければ全く

トルクを発生してモールーは回転力を得るといぅ

<教材・教具解説>

くまどリコイル型

Y. ; .' :',;Huilli 1:

='j 't't* @

配線⑫

誘導電動機原理模型の製作

できあがり予想図と各部の名竹i

回転力を生じないという概念を打破し,電流作用により
ことを理解させる。

口。交流電気による誘導電流の発生を現象的に理解させ

る。

ハ.磁力 (線 )と 電流の相互間には必ず力がはたらくこ

とを理解させる。

二。移動磁界の作 り方の一つの例として理解させる。

ホ.変圧器の原理と関連して理解させる。
へ。電気機械の要素はおおかた「 鉄心」と「 コイル」の

組教合わせであることを理解させる。

3 製作上の留意点
イ。設計の基本方針は実

用的なモーターではな

いから効率や出力,1定

格などは無視して実験

用のものであるから短

時間定格でまわるもの

が製作されればよいと

いうことにした。

口.回転子はアラゴの円

板実験装置に製作した

円板をそのまま禾」用

した。 (銅 板 ιO。 25

φ65～80)

ハ。界磁鉄心は,けい素

鋼板が理想的であるが

入手し易いトタン板を

使用した。

夫島牧

①支柱

② コイブレ支持金具
③鉄心

‘

　

　

？

　

ヽ

()く まどリコイル

⑦鋼板
ガラス板

iレ

//

⑨ 台

ロ



二.界磁コイルは使用電圧を 100ボ ルトとして設計したが,導線の大き,巻数の決定は条件が複雑で,理論

的には簡単に算出されないので実験的に決定した。

4 部品の製作
イ.界磁コイルーφO.29ェナメル線を1300回 巻く。又はφO.25を 1200回 巻いてもよい。使用電圧はいずれ

も100ボ ルトで短時間定格である。

口.回転子―厚さ0.25ミ リの鋼板をφ65ミ リかφ80ミ リに切断し,そ の中心にけがき針で凸出部をつくり軸

とする。このときあまり強く押し出すと穴があいてしまうのでよく注意しながらつくる。 (本誌1963年 3

月号,教材・教具解説,ア ラゴの円板実験装置の製作参照)
ハ.界磁鉄心一 トタン板を下の図の寸法の如く切断したものを60枚作る。鉄板の重ね方は次の図の如くで22

枚と35枚重ねた間にくまどリコイルを挿入するすきまを設 lするため 3枚は寸法を約70ミ リとしてその中間

に入れる。鉄板には一枚一枚絶縁ニスを塗布すればよいわけであるが塗布しなくても実験用には十分目的を

達することができる。
鉄心を重ねたら強く押してつけビニールテー7を巻き下

図の如くコイル枠①を へ́れて外側の鉄板を外に折 り曲げコ

ィル枠がずれないようにする。折 り曲げた鉄板がコイル枠

より外に出る部分は金切鋏で切断する。

二 .そ の他の部品寸法 (次ページ①.l② .⑥部品名および

雄翌:]f:夢氾1レの
L卜 奮`訂枚

鉄心③

ま 11 21mm

④

-40_ビニールテープを巻 く

5組

④.コ ィルは鉄心に接触しないようによく注意して巻き, 巻数は一割位過多となつても短時間の実験には

支障がない。  ○.コ イルができあがったら鉄板の間 (できあがり予想図参照)に コイル支持金具2を手
で押しこんで鉄心に取付ける。このとき鉄板がずれて, くまどリコイルを′入れる側が不揃になつたら平らな

台の上に当ててなおしておく。   ⑥ 。円板台のガラス板はラッカーなどで台に固着させる。  ○.鉄
心と円板とのギャップは2-3ミ リ位になるようにギャップ調節ねじつをゆるめてコイル支持金具を上下し

１

）

図参照)

③ガラス板 φ80□80でもよい
Э台 10× 130× 150-枚 10× 80×

80 -枚  ⑩ギャップ調節ねじ
4mm 座金 2枚ナットーlEl付長さ
30ミ リー本  ⑬小型押ボタンスイ
ッチー個  その他配線用ビニール
コード若千

・
　

●^
■
・
　
う

a 4 *t*@

+
ll

鉄心 の重ね方

: .r- 
fl!-l- i:li

外側の鋳さを一―‐

印の方向に曲|ザ Э
の部分は切断し,コllr -, utt/J t6 7r ut - ,

-u' \- 4 )vt+orifii': ); a

62

コイルの端 を出す穴



O支柱

22× 35× 140 'べ |オ 適当なところに固定

する。③.ス イッチ

は押しボタン式のも

のの方が 安全 で よ

い。配線は下図の如

くである。  ⑤ .
コー ドの取付けをま適

当なター ミナルを使

用してもよいが,電

源力` 100ボ ル トだか

ら電線の露出すると

ころがないように特

に工夫する。取付け方法はエナメル線のエナメルをナイフの先きなどでよくはがしてコー ドと半田づけをし

て接続したら電線の露出している部分をビニールテープなどで巻いて台の端に下図の如くセル板などで木ね

じ止めをして固定する。

6 実験の方法と注意
100ボル ト電燈線に接続し押ボタンを

押すと鋼板はまわり出して原理の実証が

できる。このとき銅板はくまどリコイル

のある方向にまわることを確認させ,次

にくまどリコイルを反対側に挿入して逆

回転することを観察させるとなおはっき

りする。

本実験具は製作を簡便にするため電磁

石の鉄心が閉回路を構成していないので

ロスも多く発熱し易いからコイルが加熱

して,手でさわれないようになつたら実

験を止めなければならないが,実際の授

業では原理の実証ができればよいので 5

秒-10秒位通電して二三回実験を繰 り返

えして行えば十分である。

7 本実験装置の応用実験 (直線モータ
ーの原理)

くまど|)コ イ
'レ

本実験装置で界磁部を次のB図 のような位置に

おくと円板は, くまどリコイルのある方向に直線

移動をする実験ができる。この現象から直線モー

ターの概念を想像させることが可能である。

すなわち銅板を屏の如く立てて,それを電車の

線路とし,こ の装置を銅板上で移動できるように

集電子を取 り付けておけば銅板を線路とした電車

のモーターにすることができるのではないかとい

うことである。 (長野県飯田市飯田東中学校教諭)

2コ ィル支持金具

f失 1反 :1.2    1

φ4.2キ リ

31→
1亀  (コ イル支持金具取付|すねじ穴用)

台に くぎ止めす る

⑥ くまどリコイル
ｌ
ｏ
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セルロイド1反にの下でエナメル線と
コードが接続されている)

→印の方向に回転する → 印の方向 (1直 線 移重りす る
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技 術 教 育 9月 号 予 告  <8月 20日発売>
特集 :勤労青少年と後期中等教育

勤労青少年と後期中等教育の

諸問題・…………………………………後藤豊治

職業訓練と後期中等教育………………宮地誠哉

企業内教育の実情・………… … ………編 部 集

イタリヤの技術教育…………・……。・前之園幸一郎

ソビエトの後期中等教育………………r//森  勉
<実践的研究>
金属加工学習の観点と指導……………黒沼良作

木材加工における考案設計の指導……黒田恒雄
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ることをとおして,教科全体のねらいの達成に役立つ

こと,そのためにこそ,授業研究が必要なのであり,

授業研究の一環としての「授業の組織化」について研

究する意義があるのだといえましよう。そこでまず連

盟の委員長である後藤先生に巻頭論文をお願いしたは

か,連盟の各委員その他ふだんこの問題に深い関心を

もっておられる諸先生がたに,授業の組織化というこ

とをどのように考えているか,その考えのうえにたっ

て,栽培,木・金工,機械,電気の学習分野のうちか

ら,一分野について意見ないし実践を書いていただき

ました。これを契機として,今後ますます授業研究が

深められることを期待します。御意見・御感想をお寄

せください。

◇本号の特集と関連しますが,大会の成果については,

本誌10月 号でくわしく紹介する予定です。御期待くだ

さい。

◇本誌では<実践的研究>,<教材・教具>に関する
原稿を常時募集しております。どしどし下記連盟連絡

所あてお寄せください。なお,採用分については,掲

載誌および薄謝を差しあげます。

◇つゆもあけ,不快指数の高い日がつづきますが,み

なさまがたの御健闘を祈ります。

機械学習における指導の段階と

思考の場の設定………………………江成幸枝

技術科の実践からは)……………………編 集 部

<海外資料>
学校における職業

オ リエンテーショ42)………………K//森  勉
<塗料の知識>(励……………………………水越庸夫

<教材・教具解説>郵便受の製作………保泉信二
，
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◇本号は, 8月 2日 ～ 4日 の 3日 間,岩手・花巻温泉

で開かれます連盟の研究大会主題「授業をどう組織す

るかを特集テーマとしました。

なんといっても,学校教育において, もっとも中核

的部分を占める活動は,直接教育の専門家である教師

と潜在的可能性をもった生徒とが,教材をつうじてダ

イナミックに結びあう授業の場面にあるといえましよ

う。授業を取りのぞいた学校教育というものは考えら

れないし,そ うなれば,学校教育自体の存在価値はな

くなってしまうでしょう。警
‐三: =巨ヨF:=菫蓮璽E

ところで,こ の授業は,本来組織的・計画的な営み

であって,決して,教師と生徒とがばくぜんとなにか

の教材を媒介として,結びついているわけではないは

ずです。そこにはこの授業をとおして,生徒たちにど

のような知識や技能ないしは態度・習慣を養なおうと

するのか,そのためにはどのような教材・教具をどの

ように提示・利用したら,い っそうよくその授業のね

らいを達成しうるかなど,いろいろの条件が考りょさ

れていなければならないでしょう。それは 1時間, 1

時間の授業の中に正しく位置づけられ,組織づけられ

ユ
■
■
パ
堅
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ェ
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産業教育研究連盟

編  B5判  上製 箱入
価 3800円    〒 120

技術革新に対応して, 急速な発展と充実を要望されている技術科教育の新しい内容

と方法を,多数の図版を駆使して具体的に解説した。 産教連10余年の研究成果と全
国の中学校の優れた実践例を加味した類書の追随不可能な新資料集 !

東 大 教 授細谷俊夫氏  「職業科事典」が以前に出た時,一片の指導書ではなく,当時すでに職業科から技
術科への路線を暗示し,技術教育指導の指南車の役割を果した。そして今回本書が
出版されたことは,その内容の出来栄からいって,かっての「職業科事典」以上の
大きな役割を果すことを確信している。

善ち昇蒙賃桐原凛見氏 分重鮮貸サ響?誓霜象穐撃モI乞声
もがまたいつも座右になくてはならない知識

稲 垣 長 典 監 修

B5判  _上製 箱入
価 3600円  〒 120

本事典は, 小中学校,高等学校を一貫する家庭科の学習を総括的に取扱うと同時に,
家庭科本来の目標に立脚して実生活にも応用できるように編纂した。

前お茶の水女子大学学長蟷山政道氏 基礎的に実習的にかつ資料的にいずれの方面にも用意周チ[に編集され
た本書の公刊を見たことはまことに悦ばしい。広く江湖に推薦する。

女子栄養短期大学学長香川 綾氏 家庭生活刷新のためのよき伴侶として,こ の事典が役立つと同時に今
日の家庭の新しいにない手を作るための家庭科のよき参考資料となる
ことを疑いません。

前 日本女子大学学長大橋 広氏   家政大学教授・都立大学教授 山下俊郎氏推薦

細 谷 俊 夫 編

新書判 上製 箱入
価 460円   〒 100

技術・家庭科教育が, 日に日に充実していくにつれて, 彩しく多くの用語の登場を

うながし,早 くも現場においては, 用語の解説辞典の必要に迫られた。こうした要
望に応えたのが本書であり, 中学の「技術・家庭科」に登場する製図・木工・機械
1電気 。現代工業等の重要語 500を収録した。 常に座右において活用できることを
念頭に編集した本辞典は,簡略に要点をつき, しかも現場本位の解説を試みた。指
導方法や指導内容は上記の事典にゆずるも, 技術・家庭科教師には是非机上に一冊
揃えたい書であろう。
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